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人の生き方に学び，肖ら制二会導象にかかわろうとする子どもを青てる社会科学習

1　は　じ　め　に

1　研究主題設定の理由

　近年，自己中心的な子どもや，他者とかかわることが苦手な子どもが増えていると言われている。「む

かつく」，「キレる」といった言葉に代表されるように，自分の思いがうまく表現できず，他者と関われ

ない子どもや，または，自労の患いがうまく表現できないもどかしさやストレスを上手に発散すること

ができない子どもが増潴しているのである。

　本校もその例外ではない。高学年になれげなるほど，進学塾通いも熾烈さを増し，自分のことで精一

杯，友逮のことなど考えているゆとりはないという児童は少しずつであるが増え続けている。

　このような子どもたちの実態を目のあたりにしていると，まず，子どもにとって一番身近な社会であ

る学級や学校の友逮とお亙いにかかわり合うことをとおして，社会事象にかかわっていこうとする意識

や態度を培っていくことは，教育現場が抱える極めて今日的な課題と考える。

　子どもたちと1ヨ々過ごしていく中で，友達や他者，社会事象に進んでかかわり，共によりよく生きよ

う，よりよい社会を築いていこうする意識や意思をもつ子どもを育てたいと考えた。そこで，　「自ら社

会事象にかかわろうとする子どもを育てる」ことをねらいとして，社会科の授業実践に取り組むことに

した（註一1）。

2　「社会事象にかかわろうとする」とは，どのような姿か（註一2）

　祉会科の学習を通してという限定があるが，「社会事象にかかわろうとする」子どもの姿には，ほぼ

以下のような，いくつかの段階が考えられる。

　（1）学糊材などの資料から見える範囲で「社会事象とかかわろうとする」段階。言い換えれば「不思

　　議だな」，「もっと知りたいな」という段階。

　②課題を解決する調沓の段階で，教室から飛び出し地域社会で学習活動を展開して，「社会事象に

　　かかわろうとする」段階。1この段階を単に学習方法の側面からとらえるのではなく，積極的に，子

　　どもが社会にかかわっている姿として考えていきたい。

　（3｝友達と共に学ぶこと自体が・「社会事象にかかi2ろうとする」第一歩としてとらえ，子ども相互

　　の学び合いを取り入れた学習活動を展開する。

　（4）自分を取り巻く「社会事象にかかわろうとする」態度を酒養し，意識化を図る契機ととらえる段

　　階。以下のような子どもの姿が考えられる。

　・自分の生活を見つめ直す。

　・社会を見る目が育わ。

　・自分なりの合理的な意思決定をしようとする。

　・社会をよりよくしようという自覚をもとうとする。

　・社会の一員であるという自覚をもとうとする。

　・自分なりの方法で社会に参加しようとする。

　では，子どもが，「自ら社会事象にかかわろうとする」ためには，どのような学習材で学ぶことが効

果的なのであろうか。筆者は，社会事象にかかわる子どもを育てるためのキーは，「人の生き方」を題

材にした学習材の開発だと考えてきた。

　そこで，社会事象にかかわろうとする子どもを育てるための「人の生き方」のとりあげられかたにつ

いて，どのような先行研：究が行われてきたのかを簡単に，記したい。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1998年

3　「人の生き方」を題材にした最近の研究の動向

　北俊夫氏は，「社会科で子どもの『生き方』が問われる背景」を，

　①知識・技能偏重への反省

　②新しい学力観に立つ教育の推進・

③生活科との関連

④環境教育・国際理解教育などとのかかわり

⑤道徳教育との関連

と，いう5つの観点で整理している（註一3）。それらの根底に共通していることは，これからの学校教

育に求められているものは，学校で学ぶだけでなく一人の人間として，自分の問題意識や興味・関心に

基づいて生涯にわたって学び続けるカーいわゆる自己学習カーの基礎を育てることであり，この自己教

育力こそ，自ら問題解決しながら生きていくために必要とされる力であり，そこでは「生き方」そのも

のが問われるという。

　では，社会科研究のなかで，「人の生き方」はどのように問題にされているのであろうか。最近の研

究の動向を簡単に整理してみた。

　（1）平成6年第30回全国社会科研究大会一徳島大会（小学校部会）一と北俊夫氏の主張（註一4）

　　同大会は，　「人間の生き方を追求する社会科学習一主体的に社会的事象にかかわり，自己を表現し

　合うことのできる児童の育成一」を主題にしていた。

　　研究の重点は，以下の2点である。北氏の紹介によれば，次のようになる。

①「教材の中に登場する人問の生き方を追求する側面」

　子どもたちが，学習対象とする社会的事象（人間の営み）を支えるもの，また，その中核を成す

ものとして，人間の生き方が存在すると考える。具体的には人間の生き方を，人間が思いや願い，

意図に基づいて，さまざまな知恵を出し合ったり考えたりすることを通して社会に働きかける行為

行動を決定するものととらえる。

②「学習者の生き方を追求する側面」

　子どもたちが，社会的事象・学習の仕方・共に学ぶ入たち・地域などと積極的にかかわる社会科

学習を通し，一中略一人としての生き方を学び，心豊かな人間として成長して欲しいと願う。

加えて，北氏は次のように述べている。

　かつて，社会科において『人間化』（ヒューマナイジング）ということが言われたことがある。わ

たくしは，『社会科の人間化』を，教材に人間の営みを登場させる視点（学習内容の人間化）と，

学習者である子どもの主体性を尊重する視点（学習方法の人間化）という，二つの視点から実践を

試みたことがある。

　ここでは，内容面での「人間の営み」と，方法面での「子どもの主体性を尊重」という点に強調点が

おかれている。

　北氏の実践がどのようなものかは，この記述からだけでは十分には分からないが，「人間の生き方」

や「人間の営み」に重点をおいて，教材化しようとする試みは，古くて新しい問題と言えるのである。

　②　藤井千春氏一「人の生き方」の教材化一

　　第30回全国社会科研究大会一徳島大会（小学校部会）一や北氏と，同様な問題意識をもって提案し

　ている研究者に藤井千春氏があげられる。藤井氏は「人の生き方」と関連して次のように述べている

　（註一5）。

　社会科の学習活動で「生きる力」を育てるためには，「…　　端的に言えば，教材の中心には，

社会生活における仕組みや事象ではなく，具体的な『人の生き方』を据えることが必要であ」り，
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人の生き方に学び，自ら社会邦象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

「社会生活において，自分なりの「志』を持ち，その実現に向けて誠実に働いている人の『生き

方』を教材とする」ことが大切であり，「具体的なr人の生き方」を教材として，社会生活におい

て働くことの意味について，子どもたちなりに考えさせることが」，「社会生活における様々な仕組

みや事象が，人のr生きることとのつながり』において，意味をもつものとして見えてくる」

　藤井氏の主張で重要な点は，「社会生活における様々な仕組みや事象が，人のr生きることのつな

がり』において，意味をもつものとして見えてくる」という点に集約されるととらえた。

　ここには，単に人や人物の生き方だけに重点を置きすぎる「態度主義社会科」とか「道徳社会科」

と批判を受けかねない社会科とは一線を引こうとしている意潤が感じられる。

　祉会科がねらいとしている「社会生活についての理解を図（学習指導路要領）」ることを，単に「社

会生活における様々な仕組みや事象」の理解にすることなく，入の『生きること』とのつながり」，つ

まり，「人の生き方」へつなげて考えることをねらいとしている点が、重要である。

　このことは，今までの祉会科にありがちであった，社会の仕組や構造の理解を重点にした学習材開

発や指導計画への，藤井氏の批判であると考えると共に，単に急性な「態度主義社会科」とも違った

視点を与えてくれる。これからの社会科が目指すべき姿の指標となりうるのではないであろうか。

　この，「誠実に働いている人の『生き方』を教材とする」ことへ，正面から取り組んだのが次の社

会科教育連盟の取り組みである。

③　社会科教育連盟平成10年度の研究

　　　　　　　　　　　一研究主題「共に学び，共に生きる子どもが育つ社会科学習」一（註一6）

　社会科教育連盟では，平成10年度から，「共に学び，共に生きる子どもが育つ社会科学習」という

研究主題のもと，実践を進めている。

　研究部畏の梶井貢氏は，次のように述べている（註一7）。

　従来からもよく看われている教材・学習材の人間化である（下線は筆者による）。教材・学習材に，

「営々と仕事に打ち込む人」「たくましく生き抜く人」「信念をもって産業に携わる人（個や集団）」

「歴史を切り開いてきた人」を登場させることである。

　子どもが，これらの人々を学ぶことによって，生きることによって，生きることへの喜び，期待，

勇気などを持てるような教材開発に努めることが肝要である。具体的には，コミュニティーティー

チャー，ゲストティーチャーなどを積極的に導入することも考えられる。

　前述の北俊央氏の「『社会科の人間化』を，教材に人間の営みを登場させる視点（学習内容の人間

化）」にも通じる考え方で，学習材を構成しようとする意図が読みとれる。　（註一8）。しかも，この研

究の注目すぺき点は，単に教材の「開発」だけでなく，「活用」を視野に入れていることである。つ

まり，教材というのは，教材だけが単体で「在る」のではなく，学習問題や学習活動などの「活用」

面を忘れては，児童が学ぶ「学習材」としての真価を発揮できないことを断言している点である。例

としてあげられている，「コミュニティーティーチャー，ゲストティーチャーなどを積極的に導入す

・ることも考えられる」という文言はまさにそのことを語っている。つまり，北俊夫氏がいう，「学習

内容の人間化」と，「学習方法の人間化」という二つの視点を実践的に統合しようという試みと考える。

4　本稿の課題

　以上，学ぶべき先行研究として4事例を簡単にまとめてきた。本稿では，社会事象にかかわろうとす

る児童を育てるための手だてとして，

（1＞社会事象にかかわろうとする意識をもてるような，「人の生き方」を題材とした教材・学習材

　の開発
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　工998年

②　学習者が自らの「生き方」を探ることができるような，学習方法のあり方の開発。つまり，社

　会事象にかかわろうとする子どもが育つような学習方法の開発，学習材の活用のあり方の追求

などが課題となる。この2点は研究主題に迫るための両輪である。

　できれば，復数学年の実践をもとに考察するのが望ましいが，筆者一人には荷が重い。そこで今回は

次のように課題を限定していきたい。

①今回は，担任をしている6年生の事例に限定して実践を行いたい。当然，「小学五年生の産業学習

　　についても，我が国の産業についての仕組みや事象を教材とした学習から，産業に携わる『人の生

　　き方』を中心とした学習へ転換することが必要である。仕組みや事象は『生き方』とのかかわりに

　　おいて学習させるのである」（註一9）という提案には，次回5年生の担任をしたときの課題となる

　　のは，いうまでもない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灯t’

　②授業に関するできるだけ詳細な記録を残しておくことを課題としたい。様々な教材研究や教材開発

　　をおこなっても，授業が終わると子どもの学習シートやノートのコピーは手許にたくさん残ってい

　　るが，それっきり。最後は，それらの記録も散逸していくということがよくある。また6年生を担

　　任したときのヒントになることがらを記録として，蓄積していきたい。

il研究の構想
ここでは，研究の仮説・内容・ねらいについて述べる。

1　研究の仮説

　「人の生き方」を学ぶことを通して，「自ら社会事象にかかわろうとする」態度を養っていくこ

とができる。

子ども一人一人の問いや学習の仕方を大切にする学習を保障し，自分の学びのスタイルを確立し

ながら，友達と学び合うことによって，「自ら社会事象にかかわろうとする」態度を養っていくこ

とができる。

　以上のように，「学習材の開発jと「自分の学びのスタイルの確立」の両面から，子どもの学習を構

成することによって，「自ら社会事象にかかわる子どもを育てる」ことができると考え，次のように研

究の内容を構成した。

2　研究の内容

（i）人の生き方に学び，自ら社会事象にかかわろうとする子どもを育てる学習材の開発

　社会科の学習の成否は，学習材が鍵といわれている。近年，社会科研究の重点が，複線型の学習や，

支援と評価のあり方など，指導法が主になっている傾向が強い。学習方法や学習問題の側面からも，

　「人の生き方に学び，自ら社会事象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習」のあり方を追求

することは可能であるが，今までの，学習方法に偏った研究の体質から脱却するためにも，ここで敢

えて学習材の開発を全面に出すこと自体に意味がある。故に，学習材の開発を研究の重点として，研

究主題に迫りたいと考える。

　　では，研究主題「人の生き方に学び，自ら社会事象にかかわろうとする子どもを育てる」ためには・

　どのような観点から，学習材の開発を行えばよいのかを検討したい。

　　ここでは，仮説的に，以下の2観点から学習材の開発を行うことにしてみた。

　①人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材

　　　今までの社会科学習材の開発を振り返ると，社会の仕組や構造の理解を重点にした学習材開発や

　指導計画の作成に力を注いできたという反省がある。

一一 P7一



人の生き方に学び，虐1ら祉会帯象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

これからは，子どもたちが社会科を学ぶことによって，

　になることができる学留材を開発することが，重要と考える。

　そのためには，

○社会でよりよく生きようとしている人々や社会に奉仕・貢献している人々

○薗分の仕事に熱心に取り紐んでいる人々

○新しい時代・歴史を切り開いてきた人々

　などを意1瓶的に学糊材化し，それらの人々の懸命に生きる姿を学ぶことを通して，社会生活を営

み，1築き上げる人間の生き方や，人間の働きについて，自分なりの考えをもって自分自身の生活や

生き方を見つめ直すことができるようにしていきたい。

　このような観点からの学劉材を，

「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習捌

と呼びたい。

　次に，「人聞が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」とは，どのよう

な学轡材なのか，仮に，次のような定義づけてみた。

①人聞の生き方（思い・願い）が見える学習材

②人間の働きが見える学習材

③人と人とのかかわりが見える学習材

④杜会の一貝であることを自覚させる学習材

⑤自分の生活を見つめ直そうとすることができる学習材

　これらの定義については，実践をしながら，さらに修正を加えていきたい。

②子ども相互の学びあいが深まる．なかで，自分なりの意思決定ができる学習材

　「社会事象にかかわろうとする子どもを育てる」ことを，ねらいにしているのだから，学習問題

に対して，自分なりの意思決定ができることが望ましい。現代社会は，価値観は多様化し，自分な

りの意思決定をすることは簡単なことではない。食料自給推進派か輸入促進派か，環境保全か開発

か，など枚挙にいとまがない。こんな時代だからこそ，葛藤のある学習材を積極的に取り上げて，

自ら社会事象にかかわり社会を担おうとする子どもを育てることが必要だと考える。

　子ども一人一人が学習材へのこだわりや考えをもち，子ども同士で，または，子どもと教師で互

いの考え方に対して，共感したり反発したりすることができてこそ，学び合いが深まるのである。

だから，取り上げる学習材は，多様な考え方が引き出せるものほど望ましいと考える。

　このような観点からの学習材を，

「子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」

と呼びたい。

次に，「子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」とは，ど

のような学習材なのか，仮に次のように定義づけてみた。

①様々な立場からの多様なとらえ方ができる学習材

②葛藤や対立があり，論点が明確な学習材
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　ユ998年

③社会に参加すること，かかわることへの意欲がわいてくる学習材

　　また「子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」を取り上げ

　て，学習活動を展開するときには，次のようなことをねらって，子どもが学習するように，意図し

　ていくことが大切である（註一1）。

　　（ア）互いの違いを認めようとする意識をもつ

　　　多様な考え方ができ，葛藤のある学習材について学ぶことを通して，友達との感じ方・考え方

　　の違いに気づき，様々な考え方があることを認められるようにする。

　　（イ）自己主張の精神をもつ

　　　しかし，他の意見や考えを認めるζとは，単なる同化・同調とは異なるという意味を考えさせ

　　ることが大切である。あくまでも，自分の学びがあって，その上で，他の意見・考え方と比Eた

　　り，それらを取り入れたりしながら，自分なりに意思を決定することができるようにしなければ

　　ならない。

　　（ウ）他とかかわる中で共有意識が育っ

　　　人という学習材へ，共感・反発を通して，感じたこと・考えたことを，共に学ぶ友達と共感し

　　たり，対立したりして共有することができることは，まさに社会そのものである。その中で，自

　　分なりの合理的な意思決定をしていくことは，時には子ども同士の連帯感を生み出し，時には分

　　裂した意識を生み出すかもしれない。それらを含めて，様々な学習活動を通して，共感・反発し

　　あう経験が，共有意識を育て，その延長上には，「自ら社会事象にかかわろうとする子ども」の

　　姿があるのである。

　③二っの視点のバランスにっいて

　　なお，全ての単元の学習材について，「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材

　とした学習材」と「子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」

　の要素が同じような割合で含むように構成することは，難しい。前者の色彩が濃い単元や，後者の

　色彩が強い単元，または，両者の色彩を強く持ち合わせている単元など，様々な場合を想定して授

　業実践を行いたい。

②　学習活動と学習方法の工夫

　①学習材を生かす学習活動の工夫
　　先述したとおり，教材は，教材が単体で「在る」あではない。学習問題や学習活動などの「活

　用j面を忘れて何の工美もしなければ児童が学ぶ「学習材」としての真価を発揮できないと考え

　る。どんなに素晴らしい人物を掘り起こして開発しても，子どもが，その人物に興味を持たなかっ

　たり，その人物の生き方に共感できなかったりすれば，意味ある学びは成立しない。故に，教材を

　開発するということは，学習問題や学習活動の工夫によって，子どもの目の高さにあったものにし

　ていく工夫が不可欠である。そこで，開発した学習材を生かすための学習活動の工夫のあり方や，

　相互の関連について明らかにすることは，’研究のねらいとしていきたい。

　②子ども一人一人の「問い」や「学習の仕方」を大切にする学習＝問題解決的な学習の保障

　　研究主題に迫るために，学習方法では，子ども一人一人の「問い」や「学習の仕方」を大切にす

　る学習＝問題解決的な学習の保障が大切であると考えている。

　　社会事象にかかわろうとするために，人間はおおよそ次のような学びをする。

　　i　今自分の置かれている社会に対して，自分なりに問題を感じたり，問題を発見すること

ii

lll

IV

V

考えるため，判断をするために，自分で目的に応じた情報を収集すること

様々によりよい方策を思いめぐらせること

こういう社会にしてみたいと，自分が願ったり希望をもったりすること

自分の願いがかなう社会にするために，行動したり実践したりすること

　「社会事象にかかわろうとする」ことが，極めて主体的な行為である故i小学生の段階でも，

小学生なりに「社会事象にかかわるとする」芽の持つ児童を育てるためには，自ら社会事象に対し
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人の歳き方に学び，肖ら社会箏象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

て「問い」をもったり，その自分の「問い」を解決するための方法を考え，自分の目的に応じた資

料を収集して，自分なりの作品化の方法を考えたり，自分の「問い」に対して自分なりの考えを

もったり表現したりする，つまり自分ちしい学び方や，自分なりの学びのスタイルを確立していく

必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前述のi～vの，どの過程にも自分で発見し
　　問題解決的な学習・追求のモデル

EIIIil1i＞iaaEilEZ］1

　　0個の匝・思い・願い・こだわり↓↑

　　○鯛べたことをもとにした，個の考え

子ども同士相亙の学び合い

○学び合い活動・学習形態の工夫（複線型の

　学糊など）

○自分が知らなかった事実や，異なる考えを

　突きつけられて，自分の考えを見直す必要

　が生じる。

○改めて事実を調べ，．新たに自分なりの考え

　をもつ。

より深い子どもの個の学び

↓↑°購え嚇（深まり’広州’修正

社会にかかわろうとする個

○「自分だったらこうしたい」という，自分

　の意思を決定したり，新たな学習問題を設

　定したりして，さらに追求したりする

たり，自分で選択したり，自分で決めたりと，

自分の主体的な学びの行為が伴う。自分の「問

い」をもち，自分の追究スタイルを創り，自分

の意思を決定して表現するという自分らしい主

体的な学びを，社会科という1教科の学びの場

においてさえ展開することができなければ，と

うてい「社会事象にかかわろうとする子ども」

として育つことは不可能であろう。

　極論すれば，問題解決的な子どもでなければ，

社会事象にかかわることはできないと考えるの

である。ここに「問題解決的な学習」をおこな

う意味がある。ここで考える「問題解決的な学

習」では，自分なりの「問い」をもち，自分な

りの方法で解決していくことこそを大切にして

いきたいe

　複線型や課題選択型の学習が流行しているが，

それらは所与のものではなく，「社会事象にか

かわろうとする子どもを育」てるための手だて

の一手法として，その意味を吟味した上でこそ，

積極的に取り上げる価値があるのである。

3　研究のねらい

（1）研究仮説に基づき，「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」，

　「子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの憲思決定ができる学習材」を開発し，授業

　実践により，「自ら社会事象にかかわろうとする」態度の育成に対する，有効性を検証する。

　　開発した「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」，「子ども相

　互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」を，生かすための学習活動

　の工夫のあり方や，相互の関連について明らかにする。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1998年

4　研究構想図

期待する子ども像

人の生き方に学び，自ら社会事象にかかわろうとする子ども

　問題解決的な学習の工夫

　　ど　　も　の　　固　の　’1｛一　び

　　　　　↓　　　　　↑

　ども百士　互の’El｛’び合い、
　　　　　↓　　　　　↑

より深い　どもの　の営び
　　　　　↓　　　　　↑

社会にかかわうっとする

　学　習　活　動　の　工　夫

○交流・直接対話型

○課題選択型

Oシミュレーション型

○発信型

自ら社会事象にかかわろうとする子どもが育つための学習材

｛1）人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材　　　．

①入間の生き方（思い・願い）が見える学習材

A人間の働きが見える学習材

B人と人とのかかわりが見える学習材

C社会の一員であることを自覚させる学習材

D自分の生活を見つめ直そうとすることができる学習材

（2）子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材

①様々な立場からの多様なとらえ方ができる学習材

A葛藤や対立があり，論点が明確な学習材

B社会に参加すること，かかわることへの意欲がわいてくる学習材

　　　　　　　　皿　第6学年の社会科年間学習計画について

　本校は，平成9～11年度，文部省の開発研：究協力校を委嘱され，附属中学校とともに小中合同のカリ

キュラムを作成している途上にある。

　以下に掲げる「お茶の水女子大学附属小学校　平成10年度第6学年社会科　学習計画」は・その中間

報告の段階のものである（註一1）。

　この学習計画の特徴は，表中右欄「小学校の特色や中学校・創造活動との関係」に記述をしたので・

そちらを読んでいただきたい。

　なお，表中のゴシック体で表記されている単元が，本稿で記載した実践事例である。
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人の生毒方に学び，自ら祉会箏象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

　　　　　　　　お茶の水女子火学附属小学校　平成10年度第6学年社会科　学習計画

月 小単元　名 時数 小学校の特色や申学校・創造活動との関係

4 第1単元「日本の雁史』 ω　日本の図家・社会の発展に力を尽くした人物と，それらの

ω1　才リ皿ンテーシ日ン 6 人物に開連する文化遺産を中心に取り扱う。また， 時代相互の

自分の区の臓兜を友1堂に伝えよう 圏果関係を深くは追求せず，人物と文化遺産から見渡せる程度
5 ω大瀞のくらし 6 の歴史的な景観について，自分なりの考え方・ 見方ができれば

縄文・弥生時代のj趾跡・遺物 いいという立場をとる。

②　くにの始詑り 3 （2）小中連携を意麟して，小学校では前近代兜を中心に扱うこ

・古野ヶ里澱跡と卑弥1呼 ととする。

（3）　ヲミ轟を1非，心とした【到つくゆ その理由として，

覗徳太子 組 ①近現代史では，特定の人物よりは，民衆を申心にした方が
6 ・聖武天豊，行基，鑑真から選択 4 II寺代像を描きやすく，「人物とそれらの人物に関連する文化遺

｛4）澱族と裁士の崖倣を比べよう 、産を中心に取り扱う」小学生の歴史的内容領域の学習には，あ

・藤原道疫，平清盛，源頼jlリ1 6 まり向かないこと。

7 から選択 ②政治の仕組みや，経済の仕組みに関する知識がある程度必

紛天下の統一 6 要になり，内容が高度になりがちであること。

・織田信長，豊臣秀古，徳川郷爬 ③国際理解教育との関連で，特にアジァの中の日本を重点に

から選択 した内容を取り上げる必要が出てくる。この点， 例えば戦争や

㈲　家光がおそれた3つのもの 3 戦後の問題で，　「南京大虐殺」・「戦後補償」 などの題材は，

・徳川家光 小学生の理解の範囲をこえたり，諸学説があり小学生の学習に

（ガ　江戸時代の人々の楽しみ 6 は向かないものもある。中学校でも，近現代史の学習がおろそ
9 ・近松門左衛門，井原西鶴， かになる現状をふまえれば，小学校では，入物と文化遺産を中

歌川広重，葛飾北斎から選択 9 心にして前近代史を充実させる。それに対して， 中学校は前近

（呂）新しい明治の世の中をつくった人々 代史は軽く扱い，近現代史に十分時間を割いて， 政治や経済，

・大久保利通と西郷隆盛（征韓論） アジアのなかの日本という視点も盛り込んで教材化していった
lo （9）テーマ学習 9 方が，子どもの学びには適切と考えたのである。

周本と朝鮮半島の交流の歴史 ｛3）L身近な地域の歴史事象を取り上げ， インタビューや取材活

①縄文～大和時代の交流 動など体験的な学習も盛り込む。また，単なる事実認識の結果

②　足利義満と朝鮮通信使 を覚えることが重視される社会科学習に陥らないようにするこ

③雨森芳洲と朝鮮通信使 計 とが大切である。
11 ④伊藤博文・安重根と韓国併合 62

第2単元 ○教材を選ぶ視点と留意点 ○創造活動と
12 「世界の中の日本』 ①第1小単．元・日本と文化面・経済面で関わ の関連
｛1｝日本と関係の深い国々 101 〒りの深い国を学習する。第1小小単元は，韓国 平成10年度の

①第1小小単元 で（学習の仕方＝衣食住から学ぶという）学習 6年生は，学
「近くて遠い国　大韓民国」 6 「指導」を中心にする。第2小小単元は左記の 級ごとに，

工 ②第2小小単元 3か国から選択させ，子どもが自ら学ぶ「学 テーマが違う。
「もっと知ろう 習」が中心となる。

日本とつながりの深い国」 ②第2小単元・国際平和の実現地球的視野 1組・・国際

・アメリカ、オーストラリア， に立って環境問題の解決に取り組んでいる人々 2組…生活を
サウディアラビアから選択 を取り上げて学習する。 支える人々

2 （2｝地球の環境と世界の平和 国際平和の実現では，国連，¶ユニセフなど。地 3組…障害を
・国連 球的視野に立った環境問題では，各種NGO諸 持つ人と触れ
・ユニセフ 団体などが考えられる。 あう

・NGO諸団体 ③第1小単元・第2小単元ともに，実際に外 4組…高齢者
－ 計 国人やNGOのボランティアで活躍している人 と触れあう

16 を教室に招いて学習することができる。 そこで，第

第3単元 ○基本的な方針 2元，第3単

2 『私たちのくらしと政治玉

寫w諶ﾒ福祉センター・みどりの郷に行

ユ0 　憲法の理念や，国会・行政の仕組みの学習に

ｩたよらないように，地域の福祉施設や公共施

元に？いては，

w級ごとに，

　こう

寢ﾂ境を良くする文京区の政治

尓ｶ京区に住む

設を利用する人々や，施設で働く入々の願いを

ｲべることを通して，人々の願いがどのように，

ｭ治に反映されているのかを追求するような学

既習経験が違

､のであるか

轣C実際の活

3 海外の人々の暮らし 計 習内容や学習活動を取り入れる。
動も，学級の

などから選択する 10 実状にあわせ

ﾄ変えていく。
年間総時数 88時間

一22一



お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1998年

IV　実践事例1「江戸時代の人々の楽しみ」の概要

一相互のよさを認め合い，見方・考え方を深め，自分の生活を見つめ直した事例一一一

1　単元名　　　「江戸時代の人々の楽しみ」

2　単元の目標と評価規準

｛1｝単元の目標

　江戸時代に，町人の間に広がった，歌舞伎・浄瑠璃・浮世草子・浮世絵などの新しい文化について，

様々な資料を調べることを通して，新しい文化が盛んになった理由を，町人の地位の向上・財力・生

活のゆとりなど，その時代の特徴と関連付けて考え，作品にまとめることができる。

（2）観点別評価規準

観　　　　点 評　　　価　　　規　　　準

社会的事象への
ﾖ心・意欲・態度

歌舞伎，浄瑠璃，浮世草子，浮世絵などの新しい文化について，関心を

烽ｿ，様々な新しい文化が盛んな様子を意欲的に調べようとする。

社会的な思考・判断

歌舞伎，浄瑠璃，浮世草子，浮世絵などの新しい文化について，調べる

ｱとを通して，新しい文化が盛んになっていった理由を，時代の特徴と

ﾖ連付けて，自分なりに考えて書こうとする。

観察・資料活用の
Z　能　・　表　現

新しい文化について調べる中で，目的に応じて収集した資料を効果的に

?pしたり，友達と情報交換をしたりして，自分の考えを深め，新しい

ｶ化について調べたことを作品にまとめようとする。

社会的事象についての

m　識　　・　理　解

厳しい身分制社会の下で，町入たちが，新しい文化をつくっていったこ

ﾆを作品に・書くことができる。

3　研究主題との関連

本単元は『学習指導要領（平成元年版）」6年・内容（1）一ケに対応している。

歌舞伎や浮世絵，　（国学や蘭学）などについて調べて，江戸時代の人々の暮らしの様子（や新しい

学問がおこったこと）を理解すること。

　ただし，江戸時代の「文化」と「学問」では，内容的に質的な差があるので，本単元では両者を一度

に扱わず，江戸時代の人々に人気の高かった様々な文化の側面に絞って学習するこことにした。

（1）　「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」の視点

　　「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」について，次のような視

点から考えてみた。

①人間の生き方（思い・願い）が見える教材

②人間の働きが見える教材

③人と人とのかかわりが見える教材

④社会の一員であることを自覚させる教材

⑤自分の生活を見つめ直そうとすることができる教材

本単元で学ぼうとする「人間の社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿］は，上の①～⑤の中の・

O「②人間の働きが見える教材」，

○「③人と人とのかかわりが見える教材」，
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人の生き方に学び，自らkl：会都象V：かかわろうとする子どもを育てる社会科学轡

○「⑤自分の生活を見つめ直そうとすることができる教材」としてとらえた。

　例えば，嶽瑠璃は，近松門左衛門の脚本と，竹本義太夫の独特の語りによって，人々の間に爆発的

な人気を起こしたe冒い換えれば，竹本義太夫の義太夫節だけでは，浄瑠璃は代表的な文化とはなり

えず，そこに近松門左術門の脚本の素哨らしい内容を感じ取ることができる。ここに，「②人の働き

が見える教材」としての激味がある。

　この学留内容には，浄瑠璃にカを注いだ近松と竹本の2人が共に生きる姿と，浄瑠璃に魅力を感じ

浄瑠璃を楽しむことを通して近松や竹本と共に生きる様々な江戸時代の町人の姿を見ることができる。

ここに，「③人と人のかかわりが見える教材」としての意味がある。この小単元の学習では，主にこ

の「③人と人のかかわり」を追究するべき課題としていきたい。同様に，歌舞伎，浮世絵，浮世草子

も，人々に親しまれたことから，「③人と人のかかわり」が見える教材とすることができる。

　また，文化を作り出していった人々とその文化を受け入れていった人々が様々な文化遺産を通して

結びついていった点に着目して，近松の脚本の内容，浮世草子の内容，浮世絵が，何故当時の人々に

受け入れられていったのかという点からも，追究することができる。

　歌舞伎・浄瑠璃・浮世草子・浮世絵といった様々な文化を受け入れ，それらに魅了されていった

人々はどんな心境であったのであろうか。また，どのような時代背景が，人々を，歌舞伎・浄瑠璃・

浮世絵・浮世草子といった様々な文化に引きつけていったのか。この点を探っていくことによって，

文化の創出者と文化の担い手になっていく「人と人とのかかわ」る姿に気付いていくことができると

考える。

　さらに，江戸時代の町人たちが，様々な文化を楽しんでいる姿を探ることを通して，子どもたち自

身が，自分自身を振り返り，自分を見つめ直す一つの契機となることを期待しているのである。

（2｝　「問題解決的な学習」展開の工夫

　①様4な見方・考え方を引き出し，生かす「学習問題」の工夫

　　前述したような教材を，子供たちが興味をもって追究していくためには，自ら新しい文化を創り

　あげていった人々の働きに興味をもつことができるような学習材が必要になる。

　　そこで，第1時では，歌舞伎の芝居小屋や役者の浮世絵・本屋の盛況ぶり・風景画などの当時の

　文化の多様な側面を提示し，様々な文化が花開いた時期であることをとらえさせたい。

　　そして，それぞれの文化を築いていった代表的な人物と，その具体的な働きを調べることに重点

　を置いて調べ学習に取り組ませたい。学習問題は次のようになる。

歌舞伎，浄瑠璃，浮世絵，浮世草子などの江戸時代の文化は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どのようにさかんになったのでしょう。

　つまり，江戸時代に民衆に親しまれた文化が，どのような理由で人気を集めたのか，という点を

探ることを課題としている。更に詳しく言えば，人気を博すようになった，様々な文化遺産の内容

とその時代背景を調べていくことが必要になる。

②一人一人の学習のスタイルを生かす「学習活動」の工夫

○人物選択学習による，一人一人の児童の，興味・関心に基づく学習方法

　自分の興味・関心にもとついて，歌舞伎，浄瑠璃，浮世絵，浮世草子から調べてみたい文化につ

いて自由に調べるようにした。入物については，ある程度典型的な事例となりうる人物を教師から

提示していくこととにした。

○様々な資料を鶏t｝た調べ学署

　「歌舞伎，浄瑠璃．浮漫絵，瀞量草子などの文化は，どのようにさかんになったのでしょう」と

いう学習問題を調べるには，教霧書や資料集程度の本では，解決できない内容になってくる。学校

の図書コーナー一一，地域の図書館，学校のビヂオライプラリーなど，様々な資料収集方法を活用させ

ることにした。
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　　○調べたことを，自分らしさが表れる好きな方法で作品化する活動

　　　一入一人の思いや考えのよさを生かす学習には，まとめ方も含まれる。

　　　新聞，パンフレット，カルタ，短歌など，既習の様々なまとめ方を生かして，取り組ませ，調べ

　　たことが友達に伝わりやすい方法で作品化するように助言していきたい。

4　「江戸時代の人々の楽しみ」　A児の学習記録

（1）A児の学習傾向1

　　0自分が興味をもったことについては，納得するまで調べようとする。’また，失敗や間違いを恐れ

　　　ず，自分の気に入った方法で学習に取り組む。

　　○徐々に，自分なりの考えを表現することができるようになってきた。

　　○作品のまとめ方は，雑然としていることが多い。

　　○読書，特に小説が大好きである。

　　○創造活動（本校の「総合的な学習の時間」の名称）の自主学習で，魚，特にナマズの生態につい

　　　て研究している。かなり，専門的な研究書も収集して，調べる学習を継続している。

②　A児の学習活動の記録（註一3）

A児の学習活動（学習活動を口で囲んだ。）

廃ヨ・［璽・匿麺・圃・圖

・支援（i発商i・置講擾示i・

　　　　　　i助言i・葺己評価～φコヌ乏：葵⊃

・研究主題との開連についての評価

　　　　　　　　◎方法・態度面，■内容面

①江戸時代に人々に人気のあった様々な文化について資料から分かることを書き込むe

②学習問題にもとついて学習計画をたてる。

まずはじめに，教科書（東京書籍6年上p．68）

に載っている浮世絵の資料によって，江戸時代

の様々な文化の様子を知り，資料について気が

ついたことを，学習シートに書き込んだ。

◎資料をよく見て，様々なことに気付き，多様

な表現をしたり，ありのままに表現したりして

いる。

匿轟資料を見て気が付いたこと
①芝居小屋

　・歌舞伎は，今とほとんど変わらない　　・ケンカをしている

　・ちょうちんは新しい物　　　　　　　　・猫が入りこんでいる

②浮世絵（写楽）

　・役者がメイクしている。　　・かみ型が町人とちがう。

③浮世絵（広重）

　・弁当屋や茶店がある。　　t防火用水が整備。　　・身分の差。

④本屋の絵

　・今の本屋とはちがいよく読んで選んでいる。　・絵を売っている。

⑤人形浄瑠璃

　・みな顔が白くまゆがキリッとしている。　　・バックが単純

　ここで，江戸時代の人々の楽しんでいる様子

について，さらにどんなことを調べてみたいの

かについて話し合ったところ，次のような意見

が出された。

○江戸の文化を創った人々の思いや願い。
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江戸時イN’の文イ（1，吋。ユ

伽鯉」エア酬1言ウ漁簡レv＋M．tt厭化aMltMl・

こ劃前晒〃西，どん加比炉分”、拍でlJ与由曲蝿嵜，込べ1う’訓」う，

な⑳焔

‘菊％雌 ξヒ，　’凛、属　　　～　　し

へ翻崩

○江戸蒔代の文化を楽しんだ人々の気持ち

○江戸の文化が入々の問で盛んになったわけ

　そこで，子どもたちと話し合い，これらの意

見をまとめて，学習問題を次のようにした。

團　「学習計画表」への記入

・調べたい文化・・…　小説，浮世草子

・調べたい人物・・…　　井原西鶴

・発表の方法・・・…　　入が来たら説明

・作品のまとめ方・…　　新聞

圃　　図：書コーナーに資料を探しに行く。

　（図書コーナーと家庭から資L料を探して持って

くる。）

◎実は，このA児は，男子にしては珍しく小

説が大好きな子どもであるeこの「江戸時代の

人々楽しみ」を学習していた当時，A児が読ん

でいた本は「大地の子」（山崎豊子　著）であっ

た。このように，自分で文化や入物を選択でき

ることは，それぞれの児童の興味関心を生かす

ことができ、る。A児が井原西鶴を選んだのは，

自分が小説好きという理由が大きいのである。

◎A児は，読書，特に小説が大好きで，自分

の興味・関心が強いことを申心にして課題を設

定をしている。

◎課題を決め，すぐに図書コーナーに行った。
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江戸時代の文化N。．2学習計画麦W－＿＿＿香 A見
圃歌舞伎形匪う甜・・紬麟傭どめ筑　　　’一ぺ・：片∫zい　　ぢ幅・

言　遜k、、文イ 回 ％ 壱　画 導習しセこと 問題織窯蝶蒙伽点
　　　　、ｬ謳♪　黒 　冨J勅 ビ5ゆ作鋤

蔓　く5焦、・ 1
嬉 町人にラ1

ｿ6’秦セヂ

奉乞ラ敦きんz》）礁献U筆）柚3溌d【5べ砺｝萌刺悔碑

井原西鶴

調べ覧

‘絡表の鶏 当萌譜ρ醇｝西燗勧μ一ヂ・
X君叡1．」孤ゴ儀r幽期

，　　　／（5をと3

る■作

z 届

ヨ

記争≧一’
P諏む’馨ノレづ　可レラ…縮？

護頑）ず加躍勧9
イ乍品のまヒめ煮

航ま〉か｝掩諦，罫が。廿2，1：と1・靴‘1

　　1艶V闘　　　’
晶1

1、つ

壱　べゐネ免　、、 ・続
響鵡駕び　吃』1針てね｝あ1る

3
少葦1 ミ　1

。羅低モA’で軸文化左

、」

春

／隙1　／1＿　　　＿　．ノ

な暖1†拶

O－5　　　！

問題，蓉し

Q難甕鶴駈覧勲鱈

第2・3・4時の学習活動
③自分の課題について，資料を収集したり，調べたりして，作品にまとめる。

匠動　自分が収集してきた資料があるのにもか

　かわらず，紹介した資料を手に取って見た。

　その中から，『マンガ西鶴名作集』という本

　を持って行き，しばらく眺めた後，教師に次

　のように言った。

匪ヨ　「先生，そのころの人気があった本の中

　身が分かれば，どうしてその文化が盛んに
　なったか分かるよね？」

圃　まず，その本をじっくり読み始める。

直己調　　「言葉が難しいので何回も読まねば

　ならぬ」

匠動　その後，　『マンガ西鶴名作集』の中から，

　気に入った物語を決めて，新聞を書き始めた。

圖
（1）　「大晦日はあわぬ算用」の，ストーリーを

　まとめ，自分の解説も書く。

i資料援示　区立図書館や図書コーナーの新着図

書を紹介した。

◎更に新しい資料を探そうとする態度や，目新

しいものへの興味が旺盛である。

◎物語の内容を理解することが，問題の解決に

迫る方法と捉えた着眼点のよさがある。

＝自分独自の学習方法を持とうとしている
i助言iさ：区：を：：ト；

当時の人々に受けた話がどのようなものか調べ

るなんておもしろい。君しかやっていない方法

だから，がんばれ。

◎言葉が難しく，困難が伴う学習でも，自分が

追究してみたいことは諦めずに取り組んだ。
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蓬訟享鑑↑

⊥

圏　　「これは，武士のつきあいは立派である

ということである。酒えんになれた客のふるま

いなどは，すばらしいものである

（2）新聞の記事「西鶴の町人を主入公とした作

　品はなぜヒットしたのか」

①町人のお金のやりくりや年のくれのお金の話

　が多いのが特ちょうです。これは，読者の町

　人たちにも本当にありそうな話である。

②町人が，文字などを読めるようになったから

　です。これは，寺子屋など多く設立されたか

　らです。

③当時は本は町人の手に届きかねる値段だった

　が，貸本屋ができたので，定価の1／6ぐら

　いで貸してもらえたので町人もよむことがで

◎西鶴の作品に対してt自分なりの考えをもつ

ことができた。このA児の感想は，江戸時代

の町人たちへの共感に近く，その時代の人々の

立場に立った考え方をしている。また，文化の

発信者＝井原西鶴と町人たちの，人と人とのか

かわりに気付き始めていると言える。

君独自の方法だから，（報告会では），
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きたのです。

第5・6時の学習活動

自信をもって発表して欲しい。

④他の人物を調べた友達と情報交換や相互評価を行い，学習問題について分かったことや感じ

たことを学習シートに書く。

匠動・近松門左衛門を調べたE児の報告を聞

　きに行く。

E児　　「浄瑠璃の内容が，当時の時代に起こっ

　ていたことをよく反映しているというか…」

圏　　「浄瑠璃は，本当にあった事を（時代背

　景）を，おもしろくまとめてあるので，歴史

　も分かる」

匠璽］・歌川広重を調べたB児の報告を聞きに

　行く。

B児「東海道五十三次の評判がよかったのは，

　普通の庶民はなかなか旅行に行くことが出来

　なかったが，絵を見て，手軽に楽しむという

　ことができるようになったからです。」

國「広重のヒットした理由が自分の考えでい

　い。広重の作品はきれいで，身分の低い人に

　も受けた。東海道五十三次は庶民は旅の出来

　なかった東海道をたのし（んだ）のた。」

…　　ここから，A，C，S，R，M児がグループに

なって話し始める

匠劃C児の東洲斎写楽の報告を聞く。

C児「写楽が人気があったという実態をつかむ

　ためには，絵を見ることが一番いい。’今まで

　にない新しら絵を描いたから，人気が出るよ

　うになった。」

圏　「写楽の正体を自分の考えで書いている

　のがよい。最初はうれなかった。みんなに

　　（ユーモアな絵が）みとめられていった。」

團　「（前掲の新聞記事①②③の他に）西鶴の

　優れた観察力と，あと俳句をやっていたから

　ね，きびきびとした文章がおもしろいから受

　けたんだと思うんだよね，ぼくは。」

S児「例えば，近松門左衛門で言えば，農民と

　か町の人たち生活とか，心とかを作品に表し

◎友達の考え方のよさに気が付く。

響A児は，浄瑠璃は，当時に本当にあbた出来

事を題材にしておもしろく書かれたことが，

人々に受け入れられた原因であると感じ取って

いる。

■A児は，広重が美しい風景の絵を描いたこ

とによって旅ができない人々でも，東海道の旅

を楽しむことができたと考えた。

◎A児は，C児の「写楽の絵そのものを見るこ

とが一番いい」という，調べ方の独自性に着目

した。また写楽の絵が当時としては大変風変わ

りで，ユーモアに富んでいることを，人気の理

由として感じ取っている。

←｛発撮i自分が調べ物と友達が調べた文化や人

物を比べると，何か共通点はあるの？
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ていたから人気が幽てきたっていうことが多

　い。」

C児「それはね，偉い人たちじゃなくて，たく

　さんいる農民とか町入とかの心をつかんだ人

　が勝ち。だから写楽も広がった。」

團　　「C君と同じ。庶民の方が絶対数が多い

　から，庶民や農鏡の心をつかんだ方が勝ち。」

i9掲だA城嬉涯レ撫相亙評lllll靴．1流i

　「とくに，どうして売れたかがよくかけてい

てよかった。やはり調べるより（西鶴の作品を）

読んだほうがいいね。」

禦薦φ発無を曝ぎだご瓶φ学習1乏三∵El

　「町人の金のやりくりがテーマ。本当にあっ

たような謡。貸本屋で安く読めた。寺子屋で字

が読めるようになったから」

圃M児の近松門左衛門の報告を聞く。

M児「当時は，あまり，庶民の楽しみなどな

　かった。こういうものが出てきたということ

　は，1町人が力を持ち始めた印だと思う。」

團　　「町人が力をつけたということが分かっ

　た」

囲　「こういうもの（浄瑠璃や歌舞伎）を見

　られるほど」（と，相互評価カードに書き足

　す。）

圃R児の葛飾北斎の報告を聞く

R児「ぼくの意見としては，結局、町人が新し

　いのものを求めていたところに，北斎や広重

　が新しい浮世絵を生み出したのだと思いまし

　た。また，浮世絵は，その時代の町人がどの

　ようなものを好んでいたかが分かる重要な手

　がかりだと思いました。」

圏　　「グッドタイミングで，新しいものをも

とめていたか。町人が好むものが手がかりとい

　（う）のが考えとしてすごい。」

圏学習問題に対するまとめ

さかんになっていったのは，数の多い町人

の間で町人の心をつかんでいる人がさかん

になっている。えらくても大名将軍は少な

い。少ない人の問では、広まらないのであ

るということが分かった。

口（⇒社会を見る目をもち始めている）

補鑓｝蜀では，それ以前の文化と比べるとどん

なところがちがうの？

　（⇒社会を見る目をもち始めている）

←1雛1電iA君はどう思う。

■A児も，社会を見る目をもち始めている。．

◎C児は，自分が写楽を調べた方法との共通点

について触れ，共感している（友達の学び方に

対する共感＝自他の学び方のよさの発見）。

←i発問i町人が力をつけたってどういうこと？

■A児は，江戸時代に文化が盛んになったわ

けは，町人が好むものが，ちょうどいいタイミ

ングで新しく出されていたからだと受け止めて，

R児の考え方に共感している。

◎社会を見る目が育ってきている。現在の社会

を見る目で江戸時代を見ている。

◎A児が，左のような自分なりの考えを書く1

ことができたのは，B・C・M・S・R児の報告

や，Tの質問に対してC児やS児が答えたこ
とを，聞いて考えを深めていったことが，大き

く影響している。
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人の生き方に掌ぴ，自ら社会拳象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

V　実践事例2「明治の新しい世の中をつくった人々

　　　　　　　　　　　　　　　　　一大久保利通と西郷隆盛一」の概要

一征韓論争を追体験しながら，大久保利通や西郷隆盛の国づくりについて，

　　自分なりの合理的な意思決定をしながら人の働きについて考えを深めた事例一

1　単元名　　　r叛しい世の中をつくった人々一大久保利通と繭郷隆盛一’－j

棚主：実践事例2「明治の新しい琶の申をつくった人一大久保利通と西郷隆盛一」の実施時期は平成10

　年10月，実践事例3「日本と朝鮮半島の交流の歴史」は平成ユ0年11月で，ともに平成10年度の6年1

　組の記録である。

　　また，実践事例2で紹介する観察対象児童A児・B児・S児・T児と，実践事例3の観察対象児

　童A児・B児・S児・T児は，同一・－iの児童であることを予め断っておく。

2　単元の目標と評価規準

観　　　点 評　　　価　　　規　　　準

社会鮒事象への
ﾖ心・意欲・態度

幕末から明治維新期の日本の近代化に尽くした人々の働きに関心をもち，

ｻれをもとに，日本の近代化の様子を意欲的に調べようとする。

社会的な思考・判断

開国以降の日本の近代化に尽くした人々の働きを調べるこ乏を通して，

J国から明治維新および，維新以降の近代的な国家へと，旧本の近代化

ｪ推し進められた時代の様子について，当時の社会や外国との関係から，

ｩ分の考えを書こうとする。

観察・資料活用の
Z　能　・　表　現

収集した，年表・文書資料・地図・写真などの諸資料を，効果的に活用

ｵ，友達との情報交換を通して自分の考えを深め，作品に生かそうとす

驕B

社会的事象についての

m　識　・　理　解

多くの入々の働きにより，欧米の文化を取り入れながら，日本が近代的

ﾈ国家としての制度や仕組をつくり上げていったことを理解することが

ﾅきる。

（1）単元の目標

　大久保利通や西郷隆盛など，開国以降の日本の近代化に尽くした人々の働きを中心に，倒幕運動や

明治政府の諸改革などを調べて，開国から明治維新へ日本の近代化が推し進められた時代の様子につ

いて，自分なりの考えを書いたり話したりすることができる。

②　観点別評価規準

3　研究主題との関連について

（1）　「大久保利通と西郷隆盛」を中心にすえた学習材の開発

　①学習梱こづいて

　　本単元は『学習指導要領（平成元年版）』6年・内容（1）一コに対応している。

黒船の来航，明治維新，文明開化などについて調べて，明治時代に入り廃藩置県や四民平等などの

諸改革が行われ，欧米の文化を取り入れつつ我が国の近代化が進められたことを理解すること。

　幕末・明治維新期には，多くの優れた人物が輩出し，内外の緊迫した情勢の中，天皇を中心とし

た中央集権国家を成立させた。大久保，西郷のほかにも坂本龍馬，岩倉具視，木戸孝允，勝海舟な

ど，取り上げたい人物が多くいる。そのような人物の思いや業績を調べたうえで，それぞれの人物

の対立や協力といった入間関係をまとめることによって，多くの人物の働きが，新しい明治の世の
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中をつくり出したことをとらえさせる実践がある（註一1）。そこでは，子どもたちに人々の協力

する姿を中心に時代像をとらえさせ，生きる希望や期待感を持たせる，まさに小学校らしい社会科

の学習と考える。本実践も，これらの素晴らしい先行事例の成果に学びながら，新しい試みに挑戦

してみようと考える。

②「人間の社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」の視点

　「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」について，次のような

視点から考えてみた。

（ア）人間の生き方（思い・願い）が見える教材

（イ）人間の働きが見える教材　　　　，

（ウ）人と人とのかかわりが見える教材

（エ）社会の一員であることを自覚させる教材

（オ）自分の生活を見つめ直そうとすることができる教材

　さて，本実践では，大久保利通と西郷隆盛を重点的に取り上げようと考えた。大久保と西郷は，

同じ鹿児島県加治屋町で生まれ育ち，共に遊び共に学びあって育った幼なじみである。倒幕運動に

あっては，互いに協力しあい，大きな貢献をした。しかし，明治新政府樹立後は，新しい国家の構

想に違いが生じ始める。端的に言ってしまえば，大久保は「有司専制」を基調にした官僚指導の国

家構想を，西郷は「有司専制」を克服して，立憲形態を許容しながらも限りなく天皇専制に近い国

家構想をもっていた（註一2）。そのような，あるべき国家構想の食い違いが，決定的となるのが，

「明治六年の政変一征韓論争一」であり，ついに，西南戦争では敵同士となって戦い，西郷は西南

戦争で自刃，その後，大久保は暗殺されるという劇的な最後を迎えることになる。

　このような，幕末一明治維新期の歴史の流れの中で，大久保利通と西郷隆盛の生き方や，新しい

国づくりに対する思いや願い，または，歴史上の人物として果たした役割は，二人の考え方が違う

故に，実に鮮明な対比ができるのである。

　そして，多くの人物が活躍する時代であり，また，人と人との協力や対立といった人間同士のか

かわりを通して，新しい時代ができていく過程を知ることができると考えた。

③「子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」の視点

（カ）様々な立場からの多様なとらえ方ができる教材

（キ）葛藤や対立があり，論点が明確な教材

（ク）社会に参加すること，かかわることへの意欲がわいてくる教材

　　二入の，・協力から決別への転機となった征韓論争自体は，学問的にも諸説（註一3）があって小

　学生にはその理解は容易ではない。そこで，「明治六年の政変一征韓論争一」を，二人の国家構想

　の違いとしての明治維新の「切り口」として取り上げようと考えた。

　　大久保利通と西郷隆盛の，それぞれの果たした役割や，新しい日本への思いや願いを，子どもた

　ちなりに追求していくと，二人の違いは自ずと明確になってくる。すると，大久保と西郷が辿った

　征韓論争や西南戦争を疑似体験的に学習することも可能となるのである。

　　そこで，「子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」の

　「（キ）葛藤や対立があり，論点が明確な教材」，r（ク）社会に参加すること，かかわることへの意

　欲がわいてくる教材」，という特性を生かし，征韓論争のシミュレーション的な学習活動を中核にす

　ることを通して，本学習単元の内容・活動を構成してみた。

②　　「問題解決的な学習」の展開の工夫

　①様々な見方・考え方を引き出し，生かす「学習問題」の工夫

　　歴史的な学習では，積極的な意味で地域社会で調べ活動を展開するのが難しいが・今回は・学習
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人の生き方に掌ぴ，白ら？」：会事象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学留

の櫛入としで，上野の山散策を取り入れてみた。西郷隆盛像，上野彰義隊の墓，東京国立博物館な

ど，幕束維新期にかかわる史跡見学をi契機に，この学習に入った。

・侭郷隆盛像…　　なぜ，薩鷹藩士だった西郷の銅像が東京の上野に立っているのか。

・上野彰義隊の些…　　上野彰義隊が戦った戊辰戦争とはどんな戦争だったのか。

・東京圓立博物館…　　羅立博物館の萌身の薄物館は，内務省博覧会に向けて，博物会事務局に所

槻し，その後，内務省に移管されている。つまり国立博物館は歴史的に見ると，内務卿大久保利

遜の政治にも関係があったのである（註一4）。

　　　以上のようにのように，西郷隆盛や戊辰戦争にかかわる子どもの疑問を引き出すことができる上

　　蝦の出は，「大久保利通と涯郷隆盛」の学習の導入を図る上で，好都合なフィールドと考えた。

　　②一人一人の学習のスタイルを生かす「学習活動」の工夫

　　　　一入物選択学習による、一人一人の児童の，興味・関心に基づく学習方法一

　　　この学習では，大久保利通と西郷隆盛のどちらか一名を選択して，二入の明治の国づくりを調べ

　　る。征韓論争・の学習マンガを学留の導入に使って，自分なりに，大久保利通支持派か，西郷隆盛支

　　持派か理由を考えて人物を選択するのである。この選択した人物の，生き方や，思い・願い，働き

　　を調べることを逓して，明治維新期の国づくりにとって，本当に大切な施策は何なのかを調べてい

　　くところが「個の学び」なのである。人物の，生き方や，思い・願い，働きを調べながら，支持す

　　る人物を変更することも考えられよう。ここでは，それも「可」なのである。それが，　「より深い

　　個の学び」の過程であるからである。

　③自分なりの意思決定ができる学習活動

　　　社会にかかわろうとする一形態として，「自分だったらどうするか」という，自分の合理的意思

　　を決定する学習場面を「明治六年の政変一征韓論争一」を切りロにして設けた。

　　　先述のとおり若干難しいことが予想できたが，資料を活用して，自分なりの考えを表現できるこ

　　とが大切と考えた。また，発表する際に自他の考えの違いを明らかにする工夫をしていきたい。こ

　　の征韓論争の疑似体験的な挙習活動を通して，二人の思いに迫るだけでなく，新しい世の中をつく

　　ろうとすることの苦労の片鱗にでも触れることを逓して，社会の一員としての自覚につながればと，

　　考えた。

4　「新しい世の中をつくった人々（大久保利通と西郷隆盛）」　B児の学習記録

〔1｝B児の学習傾向

　　○何事にも意欲的で，最後まで粘り付く良く取り組む。作業は大変丁寧である。

　　○社会科では，調べ学習を好み，資料の収集や活用も十分に力を持っている。

　　○話し合い活動でも，自分の考えをはっきりと，自分なりの考えに即して述べることができる。

　　○反面，思いこみが激しいところや，自分の考えを容易に変えない面も見られる。

　　このB児は，征韓論争で，西郷隆盛を支持した。調べ学習の過程で，西郷隆盛支持派の多くの子

　　　どもが，大久保利通支持派に転向していく中で，頑なに西郷隆盛派であり続けた，希有な子ども

　　　の一人であり，興味深い一面を持っているので，観察対象児としたのである。

②　第1時の学習

主な学習活動

上野公園の茜郷隆盛銅像と彰義隊の墓を見学し，自分なりに，江戸から明治へ時代が変わる・ころの

ことについて調べてみたいことを書く。

　1998（平成10）qe月3日（土）。この日は，学年で，学年創造活動の時…間割を，全て学級単位のプ

リータイムとした。本学級（6無1組）は，「新しい世の中をつくった人々（大久保利通と西郷隆盛）」の

学習のスタートとして，台東区の上野山に，西郷隆盛銅像と彰義隊の墓の見学に出かけた。

　歴史的な学習では，どの単元でも，地域社会を対象として，調べ活動を展開するのが難しい。そこで，
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B児の見学のノkeト
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　そして，社会科見学を終えて，まとめとして書

いたのが左のノートである

　r実行する人がいれば反対する人がいるという

のは，何時の時代も一緒だと，説明を読んで，思

いました。わたしは，この二つ（西郷隆盛像・彰

義隊の墓一筆者註）を見て，賛成者と反対者いる

から歴史になっていくのだと感じました。」と書い

ている。

　これが，既習の学習で培ってきたB児なりの

歴史的な「見方・考え方」の一端なのであろう。

㈲　第2時の学習活動

　　　　　主な学習活動

上野の西郷隆盛像・彰義隊のge　・東京国立博物館見学で分かったことや，疑問に思ったことをも

とにして，学習問題をつくる。

　第2時では，社会科見学のまとめとして書いたものをもとにして，疑問として残ったこと，もっと

詳しく調べたいことを，意見として出し合った。

Cl：「戦わずに，新しい時代はできなかったのか？」

C2：「なぜ，この人たちは戦ったのか（なぜ，彰義隊の入たちは西郷隆盛をきらったのか」）

C3：「彰義隊（徳川15代将軍慶喜の部下）と西郷隆盛たちの関係はどうなっているの」と1発言

が続く。

C4：「なぜ鹿児島の人である，西郷さんの像が，上野に建てられているのだろう」

一一
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C5：「西郷さんの銅像は，鹿児島にもあるんだよ。ぼくは，この夏休みに見てきたよe

一同：「エーっ」と驚きの声。

T：「本当です。こちらを見て」と，鹿児島にある西郷隆盛像の写真を見せる（註一5）。

C6：「鹿児島の銅像は軍服姿だ。」

C7：「上野の銅像は浴衣姿で，犬まで連れていて，全然様子が違う」

　と，西郷隆盛の銅像の話題で盛り上がった後，B児も，ノートに書いているように，幕末から明治

時代に時代が移っていく頃の，時代の様子や，西郷隆盛や大久保利通に代表される，徳川幕府を倒し

ていった新しい国づくりを進めていった人々の願いや行動を調べたいという意見が大勢を占めた。

　授業者としては，　「大久保利通と西郷隆盛一征韓論争一」に学習を進めたいという思いが強かった

が，子どもたちの幕末から明治時代に至る過程をもっと知りたいという願いを受け止めていくことも

大切と考えた。

学習問題1

　江戸幕府をたおし，明治の新しい国づくりを

進めた人々は，どんな願いをもち，どのような

ことをしていったのだろう。

学習問題2

　大久保利通と西郷隆盛は，どのような思いや

願いをもって，明治時代の新しい国づくりを進

めたのだろう。

　学習問題と，学習の手順を確認したところで，資料集（文漢堂

が来航して開国したころの様子を確認、した。

B児は，このころの日本のイメージを次のように書いている。

　そこで，ここでは，学習問題を二段階にして，

学習を進めることを子どもたちに提案した。即ち，

小単元前半は幕末から明治維新まで，小単元後半

は明治維新から西南戦争までと，時代を区分し，

小単元前半の幕末から明治維新まででは，倒幕・

維新に関わった多くの人々の願いや，行動を調べ，

小単元後半では，大久保利通と西郷隆盛の明治の

期待する国i家像の違いに目を向けさせていくこと

にしたのである。学習問題は，子どもたちと話し

合って左のようにした。

　　　　　　　平成10年度版P．60）で，ペリー

B児のノートより

幕府は…　弱い，まとまりがない，決断力がない。外国の強さが分かった。

　B児は，このようなキーワードで，このころの日本の様子や幕府の様子のイメージをもった。つま

り，江戸幕府に力がなくなってしまったことが，西郷隆盛たちに反抗されてしまう理由と，とらえる

のである。次の時間から，幕府に対抗する入々の願いや，思いを調べていった。

㈲　3～5時の学習活動

主な学習活動

明治の新しい世の中をつくった人々の相互の関係を調べ，時代のイメージを，キーワードにして表

す。

　ここでは，幕末から明治時代にかけて活躍した様々な人物たちの，人物関係図（註一1）を作るこ

とによって，学習材の視点「①人間の生き方（思い・願い）」，「②人間の働き」「③人と人とのかかわ

り」を追求できるようにしようと考えた。

　そこで，ここで用いた学習方法は，開国から明治の新しい世の中へと　急激な変化を推し進めた・

下の［コの中の，人々について調べ，それぞれの人物の関係を調べる学習であるe

　【人物】○は学習指導要領に例示されている人物

幕　府……徳川慶喜，○勝梅舟，井伊直弼　　公　家・

薩摩藩……○西郷隆盛，○大久保利通　　　　長州藩

．土佐藩……坂本龍馬　　　　　　　　　　　　佐賀藩・

…・・竭q具視，○明治天皇

・・… g田松陰，○木戸孝允，高杉晋作

・・…]藤新平　など
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　B児は，生滑班の他の3人の友達と4人で，人物を分担し，岩倉具視・明治天皇・木戸孝允につい

て調べ，人物カードを嘗くことになった。以下は，B児が轡いた人物カードである。また，その下に

轡かれているのは，B児がそれぞれの人物を調べた後で，自己評価として書いたコメントである。

氏輪蕩翼蕩…
」r’」■炉，幽rj」■「’」圏’」r’禰r’」劇vt」r’幽7’」■プ’」國ρ’”」■「’」［’」r’■一’

i欝籔霧繊鱗
1隷蝉魁k頃弟鞭駕鰹皿・
し卿一催’一一一」彫P，」脚劇」r襯耀僻，

気がかわって，幕府をたおそ

うとしたなんて…。

、…
…篠’　　りこ暉騨…」騰騒

、璽魑

今までとは違って，国民と力

をあわせて政治を行う世の中

にしたことが分かった。

試騨聯著π堺劇、

亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖
’人物¢紹介　nt・・Pロもい某kしkam　i

矧塒1山劇酬脚の3～制生畝脳｛

大久保さんと協力したなんて，

世の中はせまい。

次に，冑：き上げた人物カードを生活班の友達と，一枚の人物関係図にまとめる作業的な学習を行っ

た（左下写真参照）。

　なお，左下の人物関係図を見ると分かるように，大久保利通と西郷隆盛iの人物カードば大きいもの

を使った。追求する中心的な人物は，あくまでも，大久保利通と西郷隆盛であることを，意識させた

かづたからである。

　この，人物関係図を作成する過程で，B児は，次のように自己評価カードに書いている。

①「Z霜が，中心的な人物。友

達の知っていることを教えても

らって得した」

②「今日は，人物関係図が完成した。この時代は，何もかも話

し合いをしていて，平和に見えるけれど，意見が割れていて，

戦国時代よりも，すごい時代のような気がする。」

①の記述からは，友達のもっている情報を教えてもらったり，また逆に，自分が調べた情報を友達に

　教えたりして，人物の働きを知ろうとしている姿がうかがえる。

②の記述からは，B児が，明治維新の時代を戦国時代と比べながら，自分なりの社会の見方をもつ様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子が読みとれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入物関係図に，人物相互の協力や対立などの関

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係をまとめたあとで，この時代の様子をキーワー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドにして表してまとめた。なお，B児が①であげ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たZ児は右下のようにまとめている。二人の時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代の様子のとらえかたで共通しているのは，自然

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と「戦国時代と比較している」ところである。混

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沌とした時代，戦いや対立が多い時代であること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を，既習事項と比較しながら，社会を見ようとす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る態度ができているのがわかる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付け加えれば，Z児は，「もし，ぼくがこの時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代に生きていたら，西郷さん，大久保さん，木戸
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さんと協力して明治維薪を手伝いたいと思う」と，入物の生き方に共感する言葉が見られている。これ

は，Z児が選んだ人物に，西郷隆盛がいることと関係があると考えられる。

開国から幕府が倒れるまでの

　　　　　　　　人物関係図を見て考えよう

開国から幕府が倒れるまでの時代は「こんな

時代」だと思う

　　　　　　　　6－1　NO　　名前　B児

○色々な意見の人がいて，複雑な時代。

○大きく分けて，新しい世の中を作りた摯人

　と，今までと同じ世の中がいい人がいる。

○すぐに殺し合いをしないで，話し合って決

　めている。

▲B児のまとめ

開国から幕府が倒れるまでの

　　　　人物関係図を見て考えよう

開国から幕府が倒れるまでの時代は「こんな

時代」だと思う

　　　　　　　　6－1　NO　　名前　Z児

○この時代は，ほとんどの人が幕府に反対し

　ていて，幕府は，もう力がなくなっていた。

○織田や豊臣の戦国時代よりもこの時代の，

　ほうが殺し合いがなく話し合いが多い。

○もし，ぼくがこの時代に生きていたら，西

　郷さん，大久保さん，木戸さんと協力して

　明治維新を手伝いたいと思う。

▲Z児のまとめ

（5）第6時～第8時のB児の学習活動

主な学習活動

西郷隆盛と大久保利通が進めようとした国づくりについて，自分だったら西郷・大久保のどちらの

政策を支持していくか，考えて書き，支持する人物の働きや生き方について調べることができる。

　ここから先は，観察対象児のB児の他に，B児と比較対照となるA児の学習の様子も時折記載す

る。A児は，大久保利通支持を変えなかった児童の一人である。しかも，熱烈な大久保利通ファン

で，マンガ「るろうに剣心」の愛読者である。このA児とB児は，第10時に，「大久保利通派か西

郷隆盛派か」で，大討論を繰り広げることになる二人である。

　この学習の導入では次のような工夫をした。一度，開国から幕府が倒れるまでの時代を多くの人物

を通して，学習をしてしまっている。大久保利通と西郷隆盛の人物カードは大きいものを使い，追求

する中心的な人物は，あくまでも大久保と西郷であることを，意識させてきたが，やはり，インパク

トのある導入を考えた。

　子どもが今まで学習してきた，「大久保と西郷は仲良し・協力してきた」という，見方が逆転して

しまうような，導入の仕方として，　「征韓論争」から学習に入った。

　また，「征韓論争」自体の理解がかなり難しいので，マンガ「日本の歴史」に手直しを加えて，子

どもに提示し，読むことにした。

B児の学習活動（学習活動を口で囲んだ。）

匪ヨ・［璽・［i魎・圃・［圃

・支援（発問・資料提示・助言・自己評価へ

のコメント）

・研究主題との関連についての評価

◎方法・態度面，■内容面

西郷隆盛と大久保利通が進めようとした国づくりについて，自分だったら西郷・大久保のどち

らの政策を支持していくか，考えて書くことができるe

○明治6年の政変＝「征韓論争」で，西郷隆

　盛と大久保利通が，考えの違いから決裂し

　てしまうことについて，考えを話し合う。

資科提示｝　「征韓論争」自体の理解がかなり

難しいので，マンガ「日本の歴史」に手直し

を加えて，子どもに提示し，読むことにした。
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6

7

8

資料の一都・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　明治の新しい世の中をつくった人々　NO9　6－　No　名前
　　　　　　酋雍FL《久保　〃・・、くi夫s’｝　kN　？ 明治6恥政免（re韓vfi4）

騨田

　転嚢一「

　明治時代になって西郷隆盛と大久保利通はそれぞれ，どのよっな国づくりを進めよっとした

のだろっ。あなたは，二人のっち，どちらの考えを支持しますか。

○学魍問題について，調べる事項を考え，話

し合う。

（1）西郷隆盛・大久保利通のどちらの人物に

つについて調べるか。

・西郷隆盛を支持する。

・理由…朝鮮を戦いで従わせようとするのは，

　あまり良いことだと思わないけれど，私は

1会議で決まったことを，いくら偉い位（の

　人）だからと言って，違った情報を伝える

　人は，今からの時代が隆しいし，あまりい

　いとはいえないから。

（2｝調べる視点

①明治になってから，実際に行った政策にっ

いて

②どんな国づくりをしようとしていたのか，

国づくりに対する考え方や願い・思いについ

て

◎西郷隆盛を支持した理由が，「西郷の政策面

からではなく，大久保が「会議で決まったこ

とを」勝手に変えてしまうのは，fずるいJ

からという，本人なりの正義感から来ている。

◎B児のような理由で，西郷隆盛を支持した

子どもが大変多く，32名中，20名がB児と

同じ理由で，西郷を支持している。

國　2・3・4組では，同じ展開で授業を

したところ，この1組とは逆で，ほぼ32名中

20名が，大久保支持派であった。1組が特別

なのかというと，そうでもないと考える。「ず

るい」からなどという，正義感から，人物を

選択するのは，子どもらしい発想だと感じた。

　むしろ，このあと二人の政策面を調べなが

ら，2人のどちらが，よりよい政策なのかを，

じっくり考えさることが大切と考えた。
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○自分が選んだ入物について，上の観点に

ｻって調べ，　学習シートにまとめる。

w習シートの記述

明治の新しい世の中をつくった人々　No23　6－1　B児

ﾛ題大久保利通と西郷隆盛，明治になってからの様々な国づくりの政策を，どのような願い

や思いをもって進めたのだろうか。
凸

　明治の新しい世の中をつくった人々　　醒O錦　6－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

E國燃利適と西腿鉱轍な・てからの融な国づく搬聴旗うな いや　　、をもって葦めたのだろうか，

凸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「卜　　　　　　　　　　　　　1

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
N　iおごな，た；と　　　　　i西卿藍喪の国蓋りにたいする忌L、や厘L亀　　　　　｝大タ、保剃適o蛋葦りにたいする思いや厘い

　…
撃鉛ﾌ転奉達
r一　　　邑

炎ﾏ麟遠雛差嘉i醜雛艦羅親

V鰍窪コ轡b轍鱗

i難職醤藷灘灘蟹吻習i難灘…欝箸麟安讃聰覇
@　　　　　　　　　　　　、霧鑑i欝鎌轟欝羅雛脚
@　　　　　　　　　　　　ま敵憾i　　　　　　　　　　　　　　　　　董

i
灘撫灘讐1響l　　　　　　　　　　ii．L　　　　　　　・一一ノi 瓶轄噌…・エ1　　襯僻嫡瓢、・．湘ハ渤嘩1、、1抗で知

ﾕ鵜i魏齢離雛纏　　　　i芒榊も㎜・悌謙んに鮨編ヴ

@　　　…

麟瞭i・膿に撚鷺探翻雛澱騰躍
@　　　i鵜と騰麟矯綿麟謹灘雛

@　　　髄難灘羅灘灘

羅灘麿繊離黙蕪綴鱗騒鶴嚇　騨
　県　　　　　　　　　　　禺　　　　　　　　　i

?煙ｵ兵令　醐

…

・　　　　　　　　　　　噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
●

B時の学習内容に関する考察

　B児は，実に細かいところまで調べている。しかし，自分が調べたことが，内容的に矛盾しているこ

とに気がつかないまま，調べ続けているのが分かる。例えば，1873年の「徴兵令」では，西郷の気持ち

を，「これからは士族たちにたよらない，新しい軍隊をつくろう。新しい軍隊ができれば・士族は必要

なくなり，家禄をうち切れる」と書いている。多くの，西郷隆盛派の子どもたちが，この「徴兵令」を

調べた後に，大久保利通派に転向していくのである。留守政府の代表参議で，徴兵令に自ら着手した西

郷隆盛が，征韓論争で突然士族の不平をそらすためと言って，朝鮮出兵を主張することに疑問を抱くの

である。だから，転向した子どもたちは，「西郷隆盛はいったい何を考えていたのか分からなくなっ

た」という，共通の疑問を持っているのである。

　この点について，B児に聞き取りをおこなった。西郷隆盛にこだわる理由は以下の通り。

①やはり依然として，［木久保泓通はずる副．止控う孟豊岱の蔭ズ々りρ

鋤難卿磁1：：難が自：書：を鋤取2て傭熱蛛撫あ盈撫熊撫磯問・特に・この②
については，江戸時代の日朝関係が分からないと理解が難しいという，学習内容の特質が・あげられる。

　　レこの点，実践事例3「雨森芳洲と朝鮮通信使」の学習を先におこない・「征韓論争」を後におこ

　　　なった，6年2組の子どもたちの方が容易に理解をしていった。外交の問題は小学生にはかな

　　　り』理解が難しい。　「人物と文化遺産」を中心に学習する小学校の歴史的な学習としては・この点

　　　は検討の余地を残した。
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（6｝第6購～第8時の比較対象児・童A児の学習活動

・支援（発問・資料提示・助言・自己評価へ

のコメント）

・研究主題との関連についての評価

◎方法・態度面，■内容面

　1男治峙代になって西郷隆盛と大久保利通はそれぞれ，どのような国づくりを進めようとした

のだろう。あなたは，二人のうち，どちらの考えを支持しますか。

○学習聞題について，調べる事項を考え，話

し合う。

（1）西郷隆盛・大久保利通のどちらの人物に

つについて調べるか。

・大久保利通を支持する。

・理由…大久保さんは，国のことを考えてい

る。ぼくは，国の中で考えがまとまってから，

征韓しないと，あまり意味がないと思うから。

i國A児は，．人物関係図をつくる際i

iに，大久保利通・木戸孝允・高杉晋作のi

3名を調べている。大久保利通についは，｝

　「大久保さんは，とても心が強いことを｝

i知った」と，人物カードを書いた時に記i

iしている。大久保利通に対して強い共感i

iの気持ちを持っていて，それは学習終了i

iまで変わらなかった。

◎A児は，大久保利通支持を変えなかった

児童の一人である。しかも，熱烈な大久保利

通ファンで，マンガ「るろうに剣心」の愛読

者であった。マンガを通して，大久保利通の

ことを知っていたことと，この授業で与えた

「征韓論争」のマンガを冷静に読んだことが，

A児の気持ちを，大久保利通支持に向かわ

せたと考える。
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学習シートの記述 ▲調べ学習で使った資料のリスト

明治の新しい世の中をつくった人々　No23　6－一一1　A児

課題　大久保利通と西郷隆盛，明治になってからの様々な国づくりの政策を，どのような願い

　　　や思いをもって進めたのだろうか。

　明治の新しい世の中をつくった人々　NO　236－1
　國大燃遍と西鰻駄現治r：な・てbSMG4aNづくUeeSt，どのXう、“も・て｛bt：のだ励，

　　　　　　　　　　　i西貫隆藍の国造弩にたいする犀いや藤い

臨繭難　　　　…外鼠難騎匙よ淘．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・す3第野歩　　｝か対＝ヒ’

　　し，＿“’“－rw　i
　　m且iポ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iタト国になか記1凝じミ｝誇な即尊3

　1，71iアメリカとヨーPyパ・i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i外困M欄λ1バでろお信β筒3舞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i日髄モと弓働い勘又する9

騰煙醗1欝鞭1徽釜…：r？4．1）717．i－一一Mtsi／Xe．

索久♂像捜晴昌

　　　　　19　n3
56b．

A児の学習内容に関する考察
○学習シートに書かれていることは，一貫している。それは，「外国に仲間入りできるような国」であ

る。　「版籍奉還」・「廃藩置県」・「アメリカとヨーロッパへ」・「地租改正」の全てを，　「外国に仲

間入りできるような国」づくりの目標の一部と理解している。

　だから，征韓論は，少なくても明治初期の日本にとって，まだ不要のものと考えたのである。

また，学習活動との関連では，大久保利通派と西郷隆盛派で，討論会をおこなうことを前提に学習をし

ていたことが，西郷隆盛派の友達を説得するための意欲になっていたことが分かる。例えば・第3回

目一10／24の，　「新しいぎもんや，まだ調べたいことに」は，「今度は西郷の意見をつぶすため・西郷

の意見の人たちをつつけるようなことを調べたい」と記している。そして次の，第4回目一10／26には・

「この一時間の成果」に，　「徴兵令は，士族を捨てるようなもので，西郷は，これに賛成していた」と・

まさに西郷派の急所を突くような発見をしている。これは，学雷シートの「徴兵令」にも，書いている

ことと一致する。
　この討論会に向けた調べ学習は，大久保利通の正幽性を西郷派に納得させようとする意欲につながる

と共に，西郷の矛盾点を探るような視点をA児に持たせたと考えられる。

　（7）第9時の学習活動

　　　　主な学習活動
西郷隆盛と大久保利通の国づくりで，明治の初期に，最優先するべき課題は何だったのかについて

考え，政策にランキングとその理由を書く。
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入の生き方に学び，瘤ら祉会雛象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

　以下の表は，B児・A児・＄児・が書いたランキングシー一トである。なお，　S児は，　B児・A児と

同じ生活班に所属する児麗である。

H児一葱郷派 A児一大久保派 S児一西郷派

工位
政策…理由 軍隊の整備拡大・朝鮮出兵

u　「　f　づ　引　「　，　1　引　’　‘　■　‘　‘　」　脚　’　●　ド　r　‘　層　，　P　“　■　●　，　1　r

ｩ鮮よりも強い国は，清だ

ｯなんてくやしいし，図轡

��ｯ取ってくれないなん

ﾄひどいから日本の強さを

ｩせつける。

国をまとめる（版籍奉還・
p翻置県）引　’　，　’　r　，　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雫　邑　1　響　F　▼　’　ワ　，　騨　■

ﾌ地と人民を朝廷に返させ，

ﾒをなくし，県をおき，天

cの任命した人がそこを治

ﾟるから，国がまとまる。

徴兵令

烽ｵかしたら（士族が）反

垂�Nこすかもしれないの

ﾅ，軍隊を強くしておく。

2位
政策埋由 版籍奉還・徴兵令

i　圃　辱　嘲　1　1　1　■　■　■　■　■　●　●　●　‘　●　●　・　‘　，　●　1　．　‘　●　1　●　1　勉　1

Vしい時代の政府が力を強

ﾟ，外国が攻めてきても負

ｯない国にする。

収入を安定させる（徴兵

ﾟ・地租改正）

･兵令で，国の払っていた

ｨ金を減らし，地組改正で

ｨ金を集めるから。

版籍奉還

@　　　　　　　　　曹　　「　　，　　，　　，　　響　　「　　「　　．

ﾍじめに徴兵令で反乱のお

ｻれはないので，次に藩に

ﾎする政府の力を強くする

ｽめ。

3位

政策…理由

地租改正

@　　　1．、．’噛．．．　　　　　　　　．門．．．

ｨ金で払うことで，国の収

?�ﾀ定させ，新しい国づ

ｭりの資金にする。

a児の考え方は，西郷派と

ﾝ』いながら，西郷隆盛自身

ﾆは違う。西郷自身は，士

ｰの不平をそらすために，

ｩ鮮問題をうまく利用しよ

､としたが，B児は朝鮮が

聡曹��ｯ取らないという

ｱと自体に大きな不満を抱

｢ている。極めて感情的で，

ｱの時点で西郷が朝鮮に出

ｺしようとした意図から離

齊nめている。

西洋文明を取り入れる。

坙{は西洋に比べて，工業

ﾈどいろんな面で遅れてい

驍ｩら。

`児は，大久保派で，し
ｩも「大久保様」と呼ぶぐ

轤｢，大久保好きである。

ｻのせいか，大久保が実際

ﾉ行ってきたことを，よく

ｲべ，一つ一つの政策の意

｡も良く理解している。特
ﾉ，徴兵令の意味は，　「強　　　　　　1

ｺ」という意味だけでなく，

錘mの家禄をなくすという

u財政面」からも考えてい

驕B論理的に考えているの
ｪうかがえる。　　　　　　　二

地租改正

@．　．　弓　　」　・　・　　　　　　・　・　・　…　　　　　　’　　」　・　・　　　　層　層　層　響　一　響　－　　■　▼　　，　，　，　　　　，　■　■　炉　炉　f　骨　　r

ｻして，政府の収入を安定

ｳせた方がいい。大久保は，

n租改正が終わった後に，

ｩ分の計画を進めるから。

ﾈので，最終的に，収入を

ﾀ定させる。

ｼ郷が，士族の反乱をおそ

黷ﾄいたことに着目をして，

ﾜず，徴兵令で士族を押さ

ｦようとする。しかし，こ

ﾌ段階で，士族の仕事を
v々減らしていることには，

Cづいていない。しかし，

･兵令→版籍奉還→地租改

ｳの順序は，S児なりの考
ｦ方の筋道が見える。

（7｝第10晴の学習活動

主な学習活動

明治の新しい日本の国づくりに対する考え方について，大久保と西郷のどちらの考えを支持するの

か・明治のはじめの優先課題について，自分なりの考えを書いたり，発表したりする。
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①大久保派か西郷派か　グループでの話し合い

　　明治初期の日本の政治の優先課題について，政策のランキングとその理由を，グループで話し

　合った。下は，B児，　A児，　S児の話し合いの様子と，その考察である。

B児・A児・S児の話し合いの様子

囲：Sくんへ。あなたは，西郷派なのに，どうして朝

鮮出兵を一位にしないの？

圖：徴兵令を出して，軍隊を強めて，国を強くしてか

ら朝鮮へ出兵するんだ。

囲：出兵が先だと国がまとまらないよ9国中の意見

をきちんとまとめて，国を安定させて朝鮮をすぐに攻め

ずに，まず西洋文明を取り入れなくちゃ。

とにかく，国の中がまとまっていないのだから，攻めて

も無駄ですよ，出兵をしても負けてしまうよ。

囲：それは逆で，朝鮮を攻めることで，まとまるよ。

囲：国内が対立しているんだから，まとめないとい

けない。まあ，朝鮮を攻めてもいいけど。

國：「国を強く」を一番にしよう。つまり，徴兵令を

だしたり，西洋文化を取り入れたりすることを，先にや

ろう。

囲：だめ，まず国内をまとめてから。版籍奉還と，

廃藩置県を最初にやろう。

ここで，ランキング1位は， 「国をまとめる」とした。

囲：そのためには，徴兵令と地租改正で，お金を集め

てから。

囲：徴兵令と版籍奉還を入れよう。

囲：この二つはどういうつながりなの？

1亘亙：収入を安定させるというつながり。

囲；地租改正もそうだよ。

國：どうして，徴兵令が，収入を安定させることにな

るの？

囲：徴兵令には，二つの意味があるから。一つは，

武士の家禄（給料）をなくして，政府のお金を増やす意

味。もう一pは，国を強くする意味。

S児：それなら，一緒にしよう。

　ここで，ランキング2位に収入安定（徴兵令と地租改

正）が入る。

囲；次に，日本は遅れているから，西洋文明を取り

入れよう。そして，国を強くしよう。それから，軍隊を

整備して，出兵した方がいい。だから，西洋文明を取り

話し合いについての考察

この段階の話し合いは，まず，自分自

身のカードを読んで，自分の主張を明

確にすることにあった。B児とS児は，

西郷派で，朝鮮に出兵するという最終

目標は同じだが，すぐに出兵するのか，

兵を強くしてから出兵をするのかの違

いがあり，大久保派のA児が，中心

に話を進めてしまう。B児は，一応の

反論は試みるが，それ以上，朝鮮出兵

をするとは，主張しなかった。

ここで，S児が言う「国を強く」とは，

徴兵令のことである。A児の言う「国

内をまとめる版籍奉還と廃藩置県」も，

国を強くすることなのであるが，A

児は，国を強くするというよりは，「江

戸時代のようなバラバラな国ではなく，

まとまったものにする」という意識で

使っている。

　A児は，1位の「国をまとめる」

は，　「版籍奉還と廃藩置県」だと理解

しているが，B児は，「廃藩置県のこ

とだけ」だととらえていて，話し合い

にズレが生じている。

　B児は，「徴兵令と版籍奉還を入

れ」ることで，「政府が力を強め，外

国が攻めてきても負けない国にする」

ことをねらっていたのに，この話し合

いの中で「収入を安定させる」と発言

している。その曖昧さは，A児の，「徴

兵令には，二つの意味があるから」と

いう説明の前に，すぐに説得されてし

まう。

　ランキングの1位と2位が，A児の

考え方で，通ってしまったので，3位

も，A児主導のもと，決まっていった。
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入れるが3位，軍隊の驚備が4　4，zになる。

國：そうだね。

國汰久保派の考え方でも潮鮮娼兵を認める立場
　（甦1を強くして）と，出兵を認めない立場と，：通りあ

ることが分かった。

○この後，A児がこのグループの，話し合いの様子を

　学緻全体に報告する。

瀬位 政　　　策　　　名

1位 国をまとめる版鰭奉還と廃藩握県

2位 そのために収入安定（徴兵令と地租改正）

3位 四洋文明を取り入れる

4位 軍隊の整備して国を強くして出兵

次に，そのほかの2つのグループの発表も聞く。

【2ファミリーの発表】

川藍位 政　　　策　　　名

1位 収入の安定（地租改正）

2位 権力集中（廃藩置県・版籍奉還）

3位 産業を進める（日本は遅れている）

4位 微兵令

【3ファミリinの発表1

川頁位 政　　　策　　　名

1位 国をまとめる版籍奉還

2位 青少年の教育

3位 朝鮮に日本の考えを伝える（開国・話し合い）

4位
アメリカ・ヨーロッパへ（近代的な国家・不平

剌��ﾌ改正）

この学習の最後で，筆者が，次のように子どもたちに問

うたときの反癒

T：今日の学：習で言いたいことを言えた人？

　⇒B児・A児・S児全員が挙手をする。

T：納得したかどうかは，ともかく，相手の言う内容が

理解できた人

⇒B児のみ挙手をした。B児は，「えっ，理解したか

　らランキングしたんでしょ？」とつぶやいた。

　B児もS児も，A児の説得に，納
得して話を進めているので，むりやり

押しつけているという感じはしない。

むしろ，S児は，国を強くするための

プロセスのあり方をA児の理論の展

開から十分に学んでいる感じさえする。

また，最もA児と違う考え方をして

いるB児が，A児の考えに納得をし

た理由は，大久保を支持している考え

方の中に，朝鮮出兵を認める考え方が

あることを発見したことがある。

【2ファミリーの発表】に対する質問

が，1ファミリーからあった。

Q：民衆がまだ，政府のものになって

いないのに，どうして，税金を集めら

れるのですか？

A：う一ん。まあそのあたりは，大目

見て。

　という具合で，論理的には甘い部分

があった。

【3ファミリーの発表】

　発表をしたK児は，朝鮮に出兵を

する前に，日本を発展させていくため

に「青少年の教育が必要」と。　「朝鮮

と平和的に話し合いをしよう」と，主

張する。このグループは，西郷派が優

勢に，話し合いを進めていることがわ

かる。つまり，西郷も，単にすぐ出兵

したいということを言いたいのではな

く，平和的に朝鮮と交渉をしたかった

という解釈もできるであろうという，

3ファミリーの提案である。

②話し合いの成果

　上のように，学級全体で発表を行い，他のグループの考え方についても学び合った成果はあった

のだろうか。この学習の最後には，西郷と大久保どちらを支持するのかを，最終的に決めて，自己
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　評価を行った。それが下の表である。

　　まずはじめに，B児の自己評価カードを紹介してみよう。

（ア）B児の自己評価カードから

月／臼 この時間のめあて この時間の一番の成果
新しいぎもんや，

ﾜだまだ調べたいこと

10／29 一やりたいこと一 大久保派の中にも，国を強くして このあと朝鮮とは，どのように

ファミリーで，交 朝鮮へ，行く意見と，絶対に行かな かかわったのか。

換しあって，他の いという意見があって，私は国を強 ⇒国書は受け取ってもらえたの

人の考え方を知り くして，確実に勝つようにするとい か。

たい。 うのがいいと思った。 ⇒日本の位はどこへんにあがっ

たのか，下がったのか。

【考察】　「この時間の一香の成果」の欄に注目したい。B児は基本的には，朝鮮に出兵するという考

えを基本的に変えていない。しかし，朝鮮出兵をするためには，国力を高めることが必要で，そのため

には，版籍奉還・廃藩置県・徴兵令などの一連の諸改革が必要であるという，A児の主張を認めたの

である。この話し合いでのB児の大きな変容である。

　また，「新しいぎもんや，まだまだ調べたいこと」の欄に記しているように，自分たちがさんざん議

論してきた征韓論の行方について，実際に日本と朝鮮の関係はどうなったのか知りたがっている。この

ような姿も社会事象にかかわろうとする一つの姿であろう。

（イ）A児の自己評価カードから

月／日 この時間のめあて この時間の一番の成果
新しいぎもんや，

ﾜだまだ調べたいこと

10／29 自分の考えを 大久保の中で朝鮮出兵をしない意 なぜ，日本は，朝鮮を攻めるこ

言って納得させる。 見と，してもいいけど，ぼくのよう とにしたのか，話し合いなどでは

に，国を強くしてから（出兵しよう） すまない理由があったのか。

など，二つの考え方があることを

知った。

また，西郷の朝鮮出兵には，戦っ

ているうちに，対立していた人たち

と，仲良くするねらいがあったこと

を知った。

【考察】　「この時間の一番の成果」の欄を見ると，2ファミリーの発表を聞いたB児は，大久保派

でも，二通りの考え方があることに気づいたことが分かる。B児自身は，国をまとめた後に朝鮮に出兵

をするという，大久保利通そのものの考え方であるが，2ファミリーの発表では，同じ大久保派の友達

が，朝鮮出兵をしないというているのである。「るろうに剣心」を読んでいたB児は・征韓論争の結

論が朝鮮出兵であったことを知ってvSたと推察できるが，同じ大久保派でも考え方に違いがあることを

知ったことは見方を広げられたと考える。
　なぜなら，B児は，「国力向上⇒朝鮮出兵」という歴史の流れそのものに対して・歴史的事実なのだ

から，疑いを持っていなかったからである。その裏付けとなるB児の素直な疑問が・「薪しいぎもん

や，まだまだ調べたいこと」の欄に記してある「なぜ，日本は，朝鮮を攻めることにしたのか・話し合

いなどではすまない理由があったのか」という文である。朝鮮出兵は歴史的な事実であるが・本当に日

本にとって，朝鮮出兵が必要だったのであろうかという，歴史に対する根元的な問いを発しているので

ある。A児にとっては，これからの追求が本来的な問題解決的な学習の始まりなのであった。
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（B）第1塒の掌習濡動

　この時間の学習の課題は，

　　①B児の疑問「このあと朝鮮とは，どのようにかかわったのか。」について，

　　②大久保利通と西郷隆盛の関係は，最終的にはどうなったのかについて，

　調べることにした。

　①大久保が結んだ日朝修好条規の内容を調べ，感想を話し合う。

　　この学習では，『明治太平記」の江華島事件の絵，日朝修好条規の条文，日米修好条約の条文を

　資料として学習を進めた。

　　B児は，酉郷隆盛ではなく，大久保利通が朝鮮に出兵したことに大変驚いていた。しかも，軍艦

　婁揚号は釜山沖で砲撃練習を始めたのは，征韓論争の起きたユ873年10月から，わずか1年半しか

　たっていないユ875年5月であったたから，益々驚きは大きくなるばかりであった。
　　　　　yJンツ　r　F
　　次に，江華島事件の結果，日本と朝鮮間で結んだ日朝修好条規の内容をくらべてみて，B児は，

　「アメリカと結んだ条約とそっくり，やつあたり」と書いている。子どもにしてみれば，アメリカ

　と結ばされた，日米修好通商条約で日本は苦しんでいる立場なのに，どうしてそれを，朝鮮に押し

　っけたのかという素朴な疑問を持つのである。

　　次は，学留のまとめに，B児が書いた学習シートの内容である。　B児は，西郷派らしく西郷隆盛

　になったつもりで，大久保利通に次のように訴えている。

　　　　追児一葱郷派

課題：江華1島事件と日朝修好条規のことを調べて，大久保さんにどんなことを言いたいですか。下

　　　に自由に轡いてみましょう。

大久保さんへ

　大久保ζん、L．』ずるk｝でごτ～～9．，（．Ω朝鮮への攻撃は，私の案ですよ。せめて，私を誘うことぐら

いしてもいいではないですか。私の一番の楽しみを，ぶんどる大久保どんは，私の友達とは言えな

いでゴアス。

　その上，アメリカとの変な条約を結ばれた日本は，いやな思いをしているのに，大久保どん，あ

なたはそれを朝鮮にやっているのですよ。点れで姑2．．倥鱈悪ゑな盗∫勲こ．りλ．．朝鮮の政廣，＿国居重こら

批判が出庶もおか．し，くな魚です．占巨．．（遇Ωこれがあなたの国づくりですか。

（下線は筆者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西郷より

【考察】　下線（i＞では，征韓論は自分のアイデアだったのにそれを横取りされたことへの腹だたし

さを表明している。実に単純であるが，この学級の西郷派の子どものほとんどが，このB児と似たよ

うな反応を示した。

征韓論争で渡決まったことをむりやり逆転されただけではなく，灘島事件で，e分のアイデアま

で横取りされたことは，西郷隆盛自身にとウてみれば，実に口惜しいことであったろう。この，B児の

反応は，その西郷隆盛の気持ちをよく考えた上で書かれたものと考えられる。

　下線（ii）については，西郷隆盛自身に寄り添った感想から，突然，　B児自身の感想に変わってし

まうていることが読みとれる。このことは，B児は立場を西郷派に決めてから，朝鮮出兵を至上命題と

してきたが，この学習の一番はじめに（P．62参照〉，「朝鮮を戦いで従わせようとするのぼ，あまりい

いとは思わないけれど…」と書いていたことからもわかる。本来的には，B児は，武力で外国一朝鮮一

を従わせようとすることには反対の立場であったのに，大久保利通の征韓論争における話し合いの進め

方に対して納得できない故に，敢えて西榔派になってしまった経緯を考えれば，西郷隆盛の気持ちを表
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現したり，自分自身の考え方そのもを表現したり，双方を行き来している姿が浮かんでくる。

　先述したよう’に，はじめは20名以上いた西郷隆盛派は，調べ学習を進めるうちに，一西郷隆盛の明治政

府における役割の不透明感を理由に，大久保派に転向を余儀なくされる。西郷派にとどまった，12名も

「朝鮮出兵」をランキングの1位にしていないのである（下の座席表参照）。

　　これら，西郷派から大久保派に転向する子どもが続出する事態は，歴史や政治では，単に理想やロマ

ンだけでなく，現実的な問題に対処できる入の働きが大切であることを子どもたちが学び始めた端緒と

考える。　・…　　　　一　　　．…　　　　、一’

1gs6．：’ B、　zs．新しい世の中をつくった人々　座席豪資料　　　　　　’　　e＃、嬉Nm－e
　　　，　　　前時に学習した内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題「明治のはじめに行う国づくり政策優先順位」

　　　　　　　．　’　　　　　［：：＝己：＝：コ劃剛舳鷹旺柳・・蛸謡蝋柵．
7 5

4与．　　’ 6．西口　　‘一． 亡40． 　　一

：．触艦歯E 1、咀λ史竃 一1．■い魯おさめ5 1．飯曙肇置
2．アメ，カ・ 2．’騒■阜量・眉醤蟹 二と 2．翼■匿昂
　　　蜀一ロ，’｛A　　　　　　　　．呂．置鰹摩置

　漏
S．外口に曾Oτ鹿醒

2．新Lい虚府卯較
ﾉの睾竃

3．鰹■厳正・
S．徹異“

4．量揖“ 呂．駄素麓o遷筏ロ

　　1@　　．．
軍　　　　　　　　幽

コ7．控野 5．1璽暉 　LSL酋輝 ★苫2．轟露

1．臨”セして噺L
｢融曲催奮置噛，

1．触畳邑…
Q．外国撮謄

1．駐率o鯉λ書r鍔．定させろ．

3，顧嵩舟 4．段腐令 2．アメ，カ・ヨー一 2．」脚皿雌
3．駈編奮翼 4．臓痢｝令 ロ7ず｛ぬ箕化セ取号 3．融岳脅

r

入島て口亘をず†め 4．循韓覇争
■．

3．覗鐸を星め弓．

@　　　　　　．

β 5

★35． ★量4． ★37． ★13．置螂

1．厩層置景と頁暦 1．アメリカ・コーロ 1．アメリ雪・1・一 ，1．弛い茸醇催鋳告，
置県 7パ コ，’書へ 2．駄学拉
2．見1臓jE 2．量氏“ 2．日本Φ裏化セ書 3．廃癖置県
コ．アメリカ・，一 3．魔i壁県 め乱
ロ．tノ｛A コ．駈値享置・磨響
3．置兵令 置県

5，職璽・薫行o園
由

嘗42．菖鰯 16、 34．西望 ★1L
ユ．外皿の鮎箏末靴 素置訊 1．外国の童んだ弁 1．阿セ寅定させ番
尉2．耽府壷虚えろ一

．．
開壱盈匂λh■．
Q．士地とA畏を簑

2、兵力をよげ63．外国喪配

端雷改正・ F　　　　． 寵ゆもゆにず乱
3．蟹馬砦 a．みんなo立嶋ヒ
4、．齎■置県 同じ匡†o．　　’

・5ゴお皇セ畠め‘

　　　　　　・3

35．西聾　　　　　　7．

L卦国に糞層†6L飯蕎署署
脅少隼の厭胃　　　2．置屠畳県
2。巨軍n考えを歯3．量民“
らせ6ためO臆国路4、7メ，カと1一ロ
闘　　　　　　　　　　rA～

艦鷺謝総酌緩
卸、添

　　　　　　4
官43．

！．飯瞳●遭
2．塵儲置景1

訥．t題蔵E・徴兵

4．躍隠置県

47．匹郷

1．窟循m藍値itX
と鱗出轟
2．’順価奮遣・櫨員

4．　ma

且5．　’　　・

：＋ア’，カと，一冒
，バへ’

2，輩員令
箪．駈冨庫■
■．麗醒置県
5，葛1取正

：．

L田セtとめe僅
価奮遣・価量瑚
2．収λ蜜運は兵曹
・旭雇細
コ．回蝕くナ蚤
　｛岳セ増」F曲
4．tt＃実呵セ亀Pλ
島邑

曹9．置■　・・

1．■u≒令
2．蔭π磨憲
3．亀劉証

2　　　’

☆‘4響 3．

L匠囁塁置 L外国ρ｝崖寵のよい
呈．風層置露 と二ろを如番．

3．灘緻正 2．卦躍のよらにな蚤
4．量兵告 ための庭壷を臨o弓

3．徹兵令
4．冨磨ユ鳳・駈薩阜
週．・

31．西障 ★4．．

1．詣吏壱盛め轟 1．師量黙・駈鰹寧
2．軍セ彊くし．億 竃
国に敏め凸 2．地租範E
3．置甕を寸寸め愚 3．匿富セ†ナめ看

4．量岳令　．

次に，大久保派であったA児の反応について，記したい。

・A児一大久保派
課題：症ンi鋸島事件と日朝修好条規のことを調べて，大久保さんにどんなことを言いたいですか。下

　　　　　に自由に書いて’みましょう。’

大久保さんへ
　　ぼくは，大久保様が朝鮮を攻めることは，分かっておりました。しかし，日朝修好条規は・アメ

リカと結んだ条約のようじゃありませんか。私は，この条約を，もρと朝鮮と平等にしてから・外

国の仲間入りをした方がいいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　より

【考察】　A児は，日朝修好条規のことを，調べ学習の段階から知っていた。しかし・日本が朝鮮出

兵をした本当の理由を知りたがって，前時に「なぜ，日本は，朝鮮を攻めることにしたのか・話し合い

などではすまない理由があったのカ≦」と書いて，考え方に変化が見られた。つまり・ランキングの時の

話し合いまでは，最終的には朝鮮出兵をおこなうという立場であったが・「私は・この条約を・もっと

朝鮮と平等にしてから，外国の仲間入りをした方がいい」と，最終的には・日本と朝鮮は・平等になる

ことを望むようになってきているのが分かる。
　つまり，A児は，国をまとめて強くするためには，朝鮮に出兵したり・日朝修好条規を結んだりす

る必要があったのだろうかという疑問をもっているのである。この疑問に対する答えを見つけるのは小
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人の張き方に学び，欝ら祉会班象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

学生では難しい謙題と感じる。しかし，この変容は，A児自身が，友達の多様な考え方に触れながら，

考え方を変化させ，本当のIII分の疑問を見つけていった「より深い個の学び」の過程であったと考えら

れる。

②大久保利通と西郷隆盛の関係は，最終的にはどうなったのかについて，西南戦争が終わったとき

　の大久保の気持ちを想像して話し合う。

　B児は，日朝修妊条規について学んだ

ときにr私の一番の楽しみを，ぶんどる

大久保どんは，私の友逮とは雷えないで

ゴアス」としるしている。やはり，二人

の峻終的なつながりについてふれないわ

けにはいかない。

　この単元の最後は，大久保利通と西郷

隆盛の最後の対決となった，　「西南戦

争」を取り上げた。西南戦争の流れにつ

いては，「学習漫画」を用いて，子ども

たちと読んで確認した。そして最後に，

西南戦争が終わったときの，大久保利通

の気持ちを想像して学糊を終えた。

　右は，B児の学習シートである。西郷

と5zう死規’し音、負か一・一小さ、・：今直～k遊心’

だ椥紀齢暁駈鰯論争があ7wく肋k．　B　ti・ttt’
て儲・：k．．停秩て備二狛で攻めx胡封に．L，．（：さ

に聰・、・th’mr’sんeロ呼奴・・花堂特℃r亀て鯨瓠1示・

伽そ榊で搬聯働　麟小ど甦

捨働備鉢朔で‘灘曜獄な蜘路灘

灘熟泌k纏鷺鷲・鯉骸右
　　　　　　　　　　　　　　　貌〕顧鍬て

純気て瞬曜3う．一一一晩編こino・ら論

煽穐・いい畝・多廿とり．彫肋㊨げ乙りに庄か麟改

轍t“：カ’硯ヱV’zくださ！船tsvas・th・t’・i”つ

派であったB児は，大久保利通の立場にたったときも，西郷の死を後悔する言葉を並べてはいる

が，最後の3行に見られるように，「西郷隆盛の死を無駄にしないで，これからの国づくりに生か

していこう」と決意を述べている。

　西郷隆盛の思いを考えてきた子どもだけに，単に大久保利通批判や，西郷隆盛賛美に終わってし

まうのではないかという危惧を感じていたが，最後まで西郷派を通し続けたB児も，大久保利通

の立場になったことによって前向きに考えている。
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W　実践事例3「日本と朝鮮半島の交流の歴史」の概要

一韓国人との交流や韓国人への発信を通して，国際交流のあり方について考えを深めた事例一一

1　単元名　　「日本と朝鮮半島の交流の歴史」（註一1）

2　小単元の目標と評価規準

｛1）単元の目標

　仏教や様々な大陸文化の伝来，室町時代の朝鮮通信使，雨森芳洲と朝鮮通信使，征韓論争，伊藤博

文と安重根などの，日本と朝鮮半島の国々の交流にかかわった人々の，思いや願い，その人の働きな

　どを調べることを通して，未来の交流もふくめて日本と朝鮮半島の交流のあり方について，考えたこ

　とや感じたことを，書いたり話したりすることができる。

②　観点別評価規準

観　　　　点 評　　　価　　　規　　　準

社会的事象への
ﾖ心・意欲・態度

日朝交流の歴史に，願いや思いをもって尽くした人々の働きに興味をも

ｿ，意欲的に調べ，調べたことを友達と学び合い，考えを深めようとす

驕B

社会的な思考・判断

日朝交流の友好の歴史を築くために尽くしてきた様々な人々の役割につ

｢て考えると共に，これからの日朝交流で自分が果たせることについて，

lえようとする。

観察・資料活用の
Z　能　・　表　現

様々な資料を効果的に活用して，日朝交流の歴史に尽くした人々の思い

竓閧｢・働きについて調べ，効果的に作品に表現しようとする。

社会的事象についての

m　識　　・　理　解

日朝交流の歴史には，様々な人々の思いや願い，働きがあったことがわ

ｩる。

3　研究主題との関連について

（i）人物を中心にした日朝関係の学習材の開発

　①日本と朝鮮半島の交流の歴史を教材化することについて
　　　日本に一一as近い外国は朝鮮半島の国々である。日本にいる一番多い海外の人も朝鮮半島の人々で

　　ある。そして，日本と朝鮮半島は，文化的にも政治的にも深く長い歴史があり，経済的にも一層つ

　　ながりを深めている国・地域同士である。

　　社会科の学習を通して，日本が朝鮮半島の人々に大きな苦しみを与えた過去を知り，過ちを素直

　　に認め反省していく態度を養うことが大切であるのと同様に，益々つながりを深めようとする日朝

　　交流のあり方を，21世紀に向けて，プラス指向で考えていく態度を養うことも大切なことである。

　　　歴史的内容領域の単元では，日朝関係の悪い時代が取り上られがちな感じがするが・それだけで

　　はこれからの日朝関係の理解を深めていくのに不十分である。最近，小学校の社会科教科書には・

　江戸時代の朝鮮通信使が取り上げられるようになってきた。歓迎すべきことだと思う。また最近・

　　国際単元でも，朝鮮半島の国々を取り上げる実践が随分行われているので・できれば・歴史単元と

　　国際単元を通して，日朝関係について，　「かつて日朝関係は悲しい不幸な時代もあったが・朝鮮か

　　ら多くのことを学び，友好関係系を築いた時代もあった」という多面的な見方を養うことをねらい

　　たい。

　②本校の学習指導計画における位置づけ
　　　この単元は，日朝関係を題材に，トピック的な内容で構成するが・単なるトピック単元ではなく・

　計画的に組織したことを，本校の「平成10年度　rg　6学年社会科学習計画（第皿章）」に示した。

　　　単元の構成の基本的な特色は，第9小単元＝テーマ学習「日本と朝鮮半島の交流の歴史」をうけ
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入の生き方に学び，自ら社会癖孜にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

て，第二単元r世界の巾の日本」に「日本と関係の深い国々」として，第1小小単元「日本に一番

近い國　大韓民揮日を般定したところにある。

　日朝関係を題材として，日韓関係をポジティブに指向しようとするならば，歴史上のネガティブ

な面を欠落させることはできない。反面，歴史的な学習でネガティブな面だけを調べていくと，未

来に生きようとする子どもたちにとって決して望ましいことではなく，よりポジティブに友好関係

をつくっていこうとする態度をはぐくむことが大切になってくる。このような教師側の願いを意図

し，県現化したのが，平成10年度の学習指鯨計画である。

　教育課程審灘会の答串のまとめでも，「人物や文化遺産を中心にした歴史学習を一層徹底し歴史

事象を一層糟選して扱い，通史にならないようにする」ことが提案されている。だから，小学生段

階では，あまり時代相互の因果関係には深入りをせず，その時代をイメージしやすい人物を通して，

子どもたちがそれぞれに時代の景観やイメージを自分なりにつかめればいいわけである。

③「人間の祉会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」の視点

　「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」について，次のような

視点から考えてみた。

（ア）人問の生き方（思い・願い）が見える教材

（イ）人間の働きが見える教材

（ウ）人と人とのかかわりが見える教材

（エ）社会の一貝であることを自覚させる教材

（オ）自分の生活を見つめ直そうとすることができる教材

　本小単の一番最初に，日朝関係を築いてきた入物の「願いや思い・その人の働き」を学ぶことが

できるように，「雨森芳洲と朝鮮逓信使」という題材を扱い，子どもたちに出会わせる学習材にし

てみた。

　秀吉の朝鮮出兵後，日朝関係は一時断絶したが，徳川家康の政策によって日朝の国交は回復した。

ここに，通信使の役割とともに，日朝関係をよりよくしていった雨森芳洲を教材化していく。雨森

芳洲は，周知のごとく，平成2年に盧泰愚・韓国大統領が宮中晩餐会でその功績を大きく評価した，

江戸時代中期の儒学者・外交家である。　「日本入が忘れていた日本人」，1韓国大統領が天皇に紹介

した日本人」というだけでも，子どもたちの興味を十分に引くことができる。しかも，『その外交の

根本思想「互いに欺かず，争わず，信実をもって交わることこそ，誠の誠信である」を，自ら実行

した人であった。

　「（ア）人間の生き方（思い・願い）が見える教材，　（イ）人間の働きが見える教材」，としては，

長年にわたる朝鮮語の勉強，朝鮮語辞書の執筆，朝鮮通信使の案内役2画，対朝鮮外交をめぐる新

井白石との論争など，雨森芳洲の「願いや思い・その人の働き」を知る手がかりは豊富である。そ

れらを資料化していきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいじけつかん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンユハン　ま蕊う襲森芳洲と新井白石の論争，雨森芳洲と1719年の朝鮮通信使の製述官である申維翰（記録

書「海游録』の筆者）とのかかわり，または，朝鮮通信使を迎える江戸のまちの入々との交流など，

「（ウ）人と人とのかかわりが見える教材」としても，手がかりは多い。ただ，どれにも，共通する

ことは，小学生が理解するには若干難しいという問題である。
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「 蛆巳1990年‘ME　2射5月25日聞研臼期

ん．

　曲

廠謝い蓑す．

いことです．

しょう．

論伍もした．いた．

▲雨森芳洲の功績を讃える盧泰愚大統領のことば（朝目新聞工990年5月25日より）

自分なりの意思決定ができる学習材」の視点③r子ども相互の学びあいが深まるなかで，

（カ）様々な立場からの多様なとらえ方ができる教材

（キ）葛藤や対立があり，論点が明確な教材

（ク）社会に参加すること，かかわることへの意欲がわいてくる教材

　対朝鮮外交をめぐる新井白石との論争では，雨森芳洲のr願いや思い・その入の働き」を知るこ

とができるだけでなく，自分自身が，芳洲派となるのか，白石派となるのかで，外国との交流のあ

り方を考える学習場面を設定した。単元全体として，若干難しい内容が多いが，敢えて「（キ〉葛藤

や対立があり，論点が明確な教材」として位置づけてみた・

　「（ク）社会に参加すること，かかわることへの意欲がわいてくる教材」としての位置づけ方では
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人の生き方に崇ぴ，衡ら祉会郷象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

”i「の②「問題解決Cl9な学習」の展雛の工央一③韓国人との交流，直接対話の活動や，自分なりの意

思を発倦する学習活動一を参照して欲しい．

　韓國入と魁接鍍し対簸することや，韓濁大統領に自分の意思を発信していくこと自体が，　「社会

に参筋すること，かかわることへ的慧歎がわく」ととらえた。

（2｝　r問題解決龍な学蓼」の簾雛のこ£夫

　①「学習問i翻を生み出す閤麺意識を高める工夫

　　学響内容を入物と文化遺産（業績）を中心にして構成し，複数の時代にかかわってテーマ学習的

　な要素を盛弓込んでみる。「日本と朝鮮半島の交流の歴史」というテーマで，次のような人物と業

績をセットにして設定し，また，単元の配列を工夫することによって，「学習問題」を生み出す問

　題意識を高める工夫を提案したい。

テーマ＝「臼本と朝鮮半島の交流の歴史」

①縄文・弥生・古墳・大和時代の日朝交流

③豊隠秀吉と朝鮮出兵

⑤大久保利通VS西郷隆盛磁正韓論一

②足利義満と朝鮮通信使

④雨森芳洲と朝鮮通信使
　　　　　　アンジ；ングン
⑥伊藤博文・安重根

　「③豊li巨秀吉と朝鮮出兵」と，「⑤大久保利通VS西郷隆盛一征韓論一（実践事例2）」は，既習・

である。そこで，残りの4つの学習内容，「①縄文・弥生・古ng　・大和時代の日朝交流」，「②足利
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンジュングン義満と朝鮮逓信使」，「④雨森芳洲と朝鮮通信使」，「⑥伊藤博文・安重根」をどのように配列し直

せぱよいのかを検討して単元の構成を作成してみた。

既習内容　　　③豊臣秀吉と朝鮮出兵　　⑤大久保利通VS西郷隆盛一征韓論一（実践事例2）

　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

本単元前半　　④雨森芳洲と朝鮮通信使

　毒

本単元後半　　①縄文・弥生・古墳・大和時代の日朝交流

　　　　　　　②足利義満と朝鮮通信使　　　　　　　　　から，選択する
　　　　　　　　　　　　　アンジュンゲン
　　　　　　　⑥伊藤博文・安重根

　以上のように，本小単元後半のはじめには，「雨森芳洲と朝鮮通信使」と，既習の西郷隆盛の征

韓論・大久保利通の日朝修好条規・秀吉の朝鮮出兵の時代を比べる。すると，日朝交流といっても

その関係は，良妊な状態の時，決して良いとは言えない時代があることが分かってくる。

　子どもたちは，「秀吉の朝鮮出兵の以前の日朝関係，日朝修好条規以後の日朝関係はどうなって

いてるんだろう」という疑問を，自然ともつようになってくる。そこで，この疑問をそのまま学習

問題にしていくのである。

②一人一人の学習のスタイルを生かす「学習活動」の工夫

　　一　人物を選択し，調べる人物を選べるようにするための手だて　一

　では・薯葬鋒ヂのt　「縄文・弥生・古墳・大和時代の日朝交流」，「足利義満と朝鮮通信使」，「伊

藤博文・安重根」では，子どもたちはどのようにして，人物を選べばよいのであろうか。

　子どもたちが，人物を選択するためには，ある程度の情報が必要であろう。そこで，手だてとし

て・1998年10月，大韓民国・金大中大統領来日の際の新聞記事を使うことにした。

　宮中晩餐会の天皇陛下の「お言葉」の中に，次の文言がある。

○「百済から，教典に詳しい王仁が来日し，太子に教え，太子は諸典籍に深く通じるようになっ

　た」

○「このような密接な交流の歴史のある反面，一時期，我が国が朝鮮半島の人々に大きな苦しみを

　もたらした時代がありました」
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同様に，金大中大統領の答辞には，次の文言がある。

○「両国の歴史は既に久しい以前より，両国の善隣友好関係を重視した多くの先覚者がいたことを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンスクチ；　記録しています。十五世紀の中期，朝鮮通信使の一員として日本を訪れた申叔舟は，　『隣国に対

　するのは礼が基本であり，その次に誠意を尽くすべきである』と記しました」

日本と朝鮮半島の交流の匪史

6－　　　　Ne

名前

NOI1

　嘉 凋

閲題研日朝
゜．
D肥

島，忙．

勧励喘監 亡い昏．
「指．

fん霜．

199B」口早虚10隼110月8日　　細日

’：コrl

しましに。

し

く

力聾　　と

動苑五で品

圏
ある一と況

翔
現圧、既

ます。

養゜嬰旨　鴇垢賜

思い忠す．

園窯罧

圏

富

るζとに誓人たの努力に向かうτ

近年、畢

野で藷が関孫が増迦

巳　　昏

亀ず．

々の琵流がことは、今大きな期持ます．今抜に、掴ゐがみ、鰍かなていくこと

ん。ごとく．大にと『て舞

▲日韓友好の歴史を伝える金大中大統領の新聞記事（朝日新聞1998年10月8日より）

　上の「秀吉の朝鮮出兵の前の日朝関係，日朝修好条規以後の日朝関係はどうなっていてるんだろ

う」という疑問を解決するための手だてとして，この「お言葉」と答辞を資料として示す。ここか

ら，「秀吉の朝鮮出兵の前の日朝関係」は良い関係のようだ，「日朝修好条規以後のH朝関係」は

「我が国が朝鮮半島の人々に大きな苦しみをもたらした時代」のようだという予想をもち，日朝問

の時代の様子から，子どもたちが人物を選択できるように工夫をしたのである。

　ただしこの学習で大切にしたいことは，雨森芳洲と朝鮮通信使で学んだ，「その時代時代のそれ

ぞれの人々には，それぞれの思いや願いがあり，日朝交流の歴史をつくってきた」という見方をも

とにして，①縄文・弥生・古墳・大和時代の日朝交流，②足利義満と朝鮮通信使，③伊藤博文・安

重根と韓国併合の3つの時代を調べていくなかで単に各時代の日朝関係が，良い・悪いではなくて・

それぞれの人物が日朝関係に，　「どのような思いや願いをもって行動したのか，またその行動の結

果としての業績やその人物の働き抵どうであったのか」という点を追求することにある。

　つまり，小単元前半で学んだ，「雨森芳洲は，進んで朝鮮語を学んだり・朝鮮通信使の案内人を

務めたりして，江戸時代の日朝交流のために，力を尽くした」という見方を生かして・渡来人’足

利義満．伊藤博文．萎蜜覆などの日朝関係に関わった入々の思いや願い・働きを追求することを

主たる学習課題にしていくのである。
③韓国人との交流直接対話の活動や，自分なりの意思を発信する学習活動

　本学級は，実践事例2と同じ学級である。つまり，帰国児童・一般児童の合同学級で・帰国児童

14名（男女各7名）と一般児童18名が在籍する。
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人の生き方に掌ぴ，向ら社会箏象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

　　6年生の創遊活動（お茶の水女子大学附属小学校の「総合的な学習の時間」の名称）の共通テー

　マは「人とふれあう」である。ユ組は「国際（学習）」として人とかかわる。2組は生活を支える人

　とかかわる。3組は撒害を持つ人とかかわる。4組は高齢者とかかわる。このような人々とかかわ

　ることを通して，その入の生き方，働きを学び，自分の生き方に生かしていこうとするねらいを

　もって学習を進めてきた。

　　1組の子どもたちは，今年度の学習計画を立てたときに，一つめに，今までに調べたことがない

　厘1について知りたいということ，二つ目に外国で働いている日本入のことを知りたいということを

　鷲し合って，学劉のテーマとした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バクセン　ヒ
　　そのなかで，一学期に，韓国から本学への留学している（1998年度から助手に栄進）朴善姫さん
　　　　　　　　　　　バクゼン　ヒ
　と交流の機会を持った。朴善姫さんに韓国の舞踊を見せていただいたり，韓国の遊びについて教え

　ていただき一緒に遊んだりした。子どもたちは，韓国の人と出会って交流を持ち始めているのであ

　る。

　　子どもたちは，この学習が始まると，学んだことを朴善姫さんに伝えたいと言い出した。教師側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タセン　ヒ
　がねらっていたことを，自分たちから言い出したのである。実際には，朴善姫さんだけでなく，金

　大中大統領にも伝えたいと言い出した。新聞を使って学習したことの影響であった。また，アメリ

　カに滞在していた帰国児童の一人が，クリントン大統領に，環境問題についてメッセージを送った

　ところ，返事が来たことを，学級で皆に伝えたことも見逃せない。
　　ハクセン　ヒ

　　朴善姫さんとは直接交流する活動を，金大中大統領には手紙を書き自分たちの意思を発信する活

　動を，おこなうことになった。伝える相手が韓国入ということで，子どもたちの学習への意欲は

　益々高まった。

（2）期待する児童の姿

　国際単元でも，これから朝鮮半島の国々を取り上げる重要性は増してくる。2ユ世紀には，ますます

関係が深まっていく国同士と考えれば，日朝関係を，入物と文化遺産（業績）で，追ってみるのも意

味があると考える。21世紀の日韓関係は，2002年のサッカーワールドカップでスタートをするのであ

るから，日韓（朝〉関係が良好な時代こそ，学習の視野に入れていきたいと考える。

　そして，この学習を通して「かつて日韓（朝）関係は悲しい不幸な時代もあったが，朝鮮から多く

のことを学び，友好関係系を築いた時代もあったことがわかる」という多面的な見方・考え方，さら

に「これからの日朝関係をよりよくしていくために何ができるのか，考えてきたい」という社会事象

にかかわろうとする意識を涌養することも可能な一つの機会と考えられる。

4　「日本と朝鮮半島の交流の歴史」　B児の学習記録

（1）巳児の学習傾向（実践事例2と同じ児童である）

○何事にも意欲的で，最後まで粘り付く良く取り組む。作業は大変丁寧である。

○拙会科では，調べ学習を好み，資料の収集や活用も十分に力を持っている。

○詣し合い慧動でも，自分の考えをはっきりと，自分なりの考えに即して述べることができる。

○反面，思いこみが激しいところや，自分の考えを容易に変えない面も見られる。

　　このB児は，征韓論争で，西郷隆盛を支持した。調べ学習の過程で，西郷隆盛支持派の多くの子

　どもが，大久保利通支持派に転向していく中で，頑なに西郷隆盛派であり続けた，希有な子どもの一

　人であった。征韓論支持であった，B児が，日朝交流の歴史を学んでどのように変容していくのかを

　さらに追求するために，継続して観察対象晃とした。

　②第1時の学習活動
主な学習活動

○雨森芳洲が果たした役割について，年譜と，読み物資料で調べる。

○雨森芳洲の日朝関係に対する思いや願い・働きについて，キーワードを書くことができる。

この学習の最初は，韓国の大統領・盧泰愚が，来日した際に天皇陛下に素晴らしい日本人として，
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1998年お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要

雨森芳洲を紹介しているVTRを視聴することから始まった。「日本人が忘れていた日本人」，「韓国，

大統領が天皇に紹介した日本人」ということを伝えて，ビデオを見たのである。

　そして次に，雨森芳洲の写真を見て，気がついたことを話し合った。

・ものすごく年をとっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．，t

・学者風な感じがする。

・画家か俳人だと思う。

t日本文化の研究者だから，韓国の大統領に紹介されたのでは？

と，一通り意見が出た後で，地図で，生家は滋賀県高月町にあるが，墓は遥か離れた対馬にあること

を伝えたところで，さらにどんなことをした人か，予想させてみた。　　　　　　　‘

・対馬は，日本より韓国に近いから，韓国・（朝鮮）のことを勉強した人

・韓国の味方をした人

・韓国に日本文化を伝えた人

と，日本と韓国（朝鮮）を結びつけた人であることはとらえる．ことはできた。

っついて，雨森芳洲が果たした役割について，年譜と，読み物資料で調べることにした。子どもに与

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　えた資料の元の本は「雨森芳洲（雨森芳洲庵発行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　の道徳副読本）」抜粋である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　読み物資料を読んだ，B児は，雨森芳洲の思いや

　　　　　　　　　　　　　」．．／、．．／t　　　　i　願いを，次のようにまとめている。

　　　　　　　　羅．團　・i1・自分と同じ，もしくはもっと上の人間つくろ
　　　　　　　　1．．．．，・L’　．・．・d：　　　　　　　　　　v　　　　　　　・

　n　　　　　　　　“　　　　r　r　　　　　　”

　　　　　　　繋
緯：・籍‘，轟薩：・噸、

1濠it’i”i‘鰯灘

　・．　．　　1尉擁1魂
　，　ド田　軽．・，。；鑑1－
　　　　，　　　ミ　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　：
．、．・
D，．．．r“．．＿・

x．．』、，．．．、‘．．1－　．一．』，⊥一＿、．．嵩熟“

i　　　うと努力し，教育に力を入れた。

i　　2．韓国と日本の関係がうまくいくように自分を

i　　高めようとした。

i　　3L韓国と日本の関係がうまくいくように努めた。

iここでは，大まかに，醗芳洲湘糊係をよく

i　するために働いた人であることが，つかめている6

i〈筆者と雨森芳洲（雨森芳洲庵にて〉

」遭

漢馨
蔓、一

　工た．」．

価薯旬

，るbぎ

「雨森芳洲」抜▲
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人の生き方に掌ぴ，臼ら社会排象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学留

（3）第2時の学習活動

　　　　ヨ三な学轡滑動

朝鮮通側吏の様子について調べ，江戸のまちの人々の接し方や気持ちを想像しながら，朝鮮通信使

に手紙を：辮く。

　第二時は，爾森芳洲とセットで取り上げた，朝鮮通信使について学習を深めた。まず，朝鮮通信使

の様子について，当時描かれた絵を見ながら感想を話し合い，次に，当時の日本人の歓待ぶりを，接

待の料理や，朝鮮通儒使の配録から翻珂べた。このときに使った資料は，　「みつむらグラフィック・社

会科⑦【朝鮮通揺使1」である。カラーで，写真が大きくて子どもたちにも見やすかったので1児童数

分を購入して一人一入が資料をしっかり見ることができるように配慮した。

　次に，年表から，朗鮮通信使が来た年や，回数を調べ，はじめの3回は捕虜を連れ戻しに来ている

こと，将鋸が代わる毎にお祝いに来てくれたこと，雨森芳洲は6代将軍徳川家宣・8代将軍吉宗の時

の朝鮮通信使の案内役をしていることなどを。確認した。

　そして最後に，江戸あ町の人々の歓待ぶりの資料で読んでから，江戸時代の人になったつもりで，

朝鮮逓儒使に手紙を書いた。以下がB児の作品である。

私は，身分の低い農民でございます。日本とは違ってとても美しい行列で，見とれてしまいました。

徳川様は，朝鮮通信使の方々に幸運な道（朝鮮人街道一筆者註）を用意なさり，道も整備なされま

した。私も，そのお手伝いをさせていただきました。……私は，今まで仲良くしていただき交流を

深めていくことができた朝鮮の方々と，これからも仲良くやっていけると思っておりますので，今

後ともよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農民B児

　　　江戸の人々の歓迎ぶり
課題：朝鮮通信使の人々は，江戸でどのように迎えられたのでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　あさくさ　ひがしほんがんじ
1．通信使の一行は，江戸では、浅墓撃～漢レ奈輝寺g些愛銑：嬰原町駅前にある）購蓼郭い

た。次の文は，1719年の朝鮮通信使の製述官である申　維翰が書いた記録書『海游録』に
書かれていることである。

）e’t’Pt－’－t－nr　t”1”i”’」「’”t－「’t’””‘Vt」v’一「’一’－t”－－pt’”v’」「’”’一’r’”’一’一’』「’「

1管日・江戸の婁駄や’ト燃の訪儲力㌔机つで絶えることがな・・己萬詩をいっしよ1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

lに詠んだり．策談｛倉言舌がで宙ないので1癖字を紙に嘗いて，会話をすること。朝鮮のl
N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

l人々は薦」宇屯ハングル宅使える）をしたりして，曾くひまがなくて。とて宅困，ている。1
も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

1擢灘競募得籠藷観箭、亀箭黙曝霧縦惣灘袈
1る人が継してy、る。　　　　　　　　　　　　　　1
窺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
・」■「’」■t－」■V－”「ii■Vt」tt4■r’」■tt－■V－－P「－一，－”t“t’t■r’」■tt－■r’」■tn■tta■tt」■rti■ttalVt」■r！」」rノ」■tS」■r’」■rt」■rt－■vt幽■r－i■P

　　　　　　　　　　　　　　　　　だざいし申んだい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひがしほんがんじ
多シ客の，妾章は、江戸時代の経済学者・太宰春台が，まだ，無名だったころ，東本願寺に

申　維翰を訪ねたときのことを思い出して書いた文章です。

1－’一’一’i’d’”’一’一’‘－t’”’n’－r’．「k

N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1男の仕事として．外国への使者と13．下の絵は，朝鮮通信使にかけよって，習字を書いても
1将粟ぼど夫9なtの嫉ない．私は，1らっている，R本の町人の絵です。
N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

1祓人したLeから・嬉中ひそかに・1　馬に乗っているのが，朝鮮通信使の人で，すずりをもって

1旗詩の才Atを買ってtらい，モれに1いるのは，馬をひく人足です。

！よつて・外国使節に任命さ’れたいと1なお，この絵は1711年のもので，このとき，朝鮮通信使’

　　　　　　　　　　　　▲資料「江戸の入々の歓迎ぶり」
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㈲　第3時の学習活動

主な学習活動

新舶石と雨森芳洲の静の資盤轍瓦、騨通信使の待遇の仕方について，

や人柄について感じたことを，製述官申維翰に手紙で紹介する。
雨森芳洲の考え方

　　第三時では・新井白石と雨森芳洲の論争について資料を読み，朝鮮通信使の待遇の仕方や対朝鮮外

交について，両者どちらの考え方を支持するか，理由を話し合った。

日本と韓固（朝鮮｝の交流m歴史　国08
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▲第3時の学習シート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せいじ白つかん

　　新井白石との論争を通して，雨森芳洲の思いや願い・働きについて感じたことを，自分から製述官
シン；バン　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンユハン

申維翰に宛てて，手紙を書くことを学習の課題にした。申維翰は，17工9年に来日した朝鮮通信使の一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンユハン

員で，対馬～江戸間を雨森芳洲と行動を共にした人物であった。子どもたちには，申維翰が，はじめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　願

て来日することを知らせ，その接待に当たる雨森芳洲という人物の紹介の仕方を工夫するように助言

したのである。B児の手紙には，雨森芳洲が朝鮮に対して，よりよい関係を結ぶことができる人とし

て紹介している。第一時の感想よりも，より具体的な記述が見られるようになってきている。
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人の生き方に孕び，自ら？J：会箏象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

B児の学習シートより
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〈5）第4時の学習活動

主な学習活動

「日本と朝鮮半島の交流の歴i史について，どんな人がどんな願いや思いをもって生きてきたのかを

調べて，学んだことや考えたことを，朴善姫さんに伝えよう」という，学習問題をつくり，学習の

計画をたてる。

　第荏時では，良分が調べてみたい時代と人物を決めて，それらを選んだ理由と学習の計画を書いた。

B児は，渡来人を選んだ。下は，B児の学習計画表の一部である。
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A
〈6＞第5～7時の学習活動

　　　　主な学習活動

日本と朝鮮半島の交流の歴史について，どんな人がどんな願いや思いをもって生きてきたのかを調

べる。
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（7）第8・9時の学習活動

主な学習活動

日朝交流の歴史について調べたことを，発表しあい，学んだり考えたりしたことで，朴善姫さんに

伝えたいことを書く。

　第5～7時については，つくった作品の感想欄の要約を，下の表（8｝一②に，第8・9時については，

朴善姫さんに伝えたいことの要約を，⑧一③に記載した。

　（8）　「個の学び」の状況→「相互学習の状況」→「より深い個の学び」の状況の実態の考察

　　①観察対象児童の学び（なお，S児はスイスからの，　T児はカナダからの帰国児童である）

③カード記入

A児一足利義満

芳洲さんは，優し

く朝鮮に興味をも

ち朝鮮と仲良くし

たいと思っている。

足利義満は，朝鮮

に対し，仲良くし

ようという考えは

あったが，貿易は

公平にしたい。

○お互いのことを

考えて行動しよう

（国をよくするた

めに，条約を結ん

だりするときには，

等しくなるように）

B児一渡来人’
　　　シンス7チa
S児一申叔舟 T児一安重根

とても正義感に満ちて，信　芳洲さんは，自分

頼関係を大切にする人です。を第一に考えず，

朝鮮の関係をかげで支える　相手を第一・に考え

入です。　　　　　　　　　る入です。

　　　　　　　　　　　　　ジジズグヰヨ　　　　　　’
昔から日本の方が発展して　申叔舟さんは，日

ると思っていたら，大陸の　本にいいことをし

文明が発展していて朝鮮に　た人なのに，日本

伝わっていたなんてびっく　で知られていない

りした。　　　　　　　　　のが不思議。

○日本は朝鮮から学ぶこと　○これからは自分

がある。韓国は，日本に優の国のことだけを

しくしてくれた。明治時代　を考えず，他の国

に，朝鮮を日本と同じ立場　のことも考えよう。

で考えていたら，あんなこ

とはしなかった思う。

芳洲さんは相手のことを裏

切らない，信用できる人で

す。

最初，安重根は悪いと思っ

たが「国をよく思う優しい

入」でした。私も安さんを

尊敬できる。韓国人はなお

さら。

○どんなに自分の国が貧し

くても相手の国をだまさな

い（朝鮮通信使のとき，も

し『質の悪い銀貨を使』っ

たら，朝鮮との交流は悪く

なった）

圃：「相手の気持ちを考えてから行動する事が大切」，伊藤さんが韓国のことを思って・協約を

結んでいなかったら，安さんも，伊藤さんを殺さなくてすんだと思う。

囲：お札になった伊藤さんは，日本にとってもいいことをした。でも・伊藤さんのした一部の

ことは，朝鮮の人にとって，あまりいいことではなかった。いつの時代も，日本は自国のことば

かり考えている気がする。他の国と日本の両方に「いい」ことをした方がいいと思った。昔・朝

鮮は日本に対して親切にしてくれたのだから，日本は，そういう姿勢を学ばなくてはいけないと

思う。

國：日朝修好条規の時もそうだった。「相手のことをもっと考えて行動しなければいけなかっ

た」と思う。「お互い，仲良く，対等に」ということを伝えたい。日本と朝鮮帆お互いに仲良

く対等にと思っていなければ争いにならずに済んだと思う。ただし，このことを・日本と朝鮮に

住む人全ての人が，思わなければいけないけれど。

圃：まあ，それほ無理だと思うよ。　　　　　　．

囲：あきらめちゃだめだよ。
囲：自分の国のことだけを拷えず弛の国のこと拷えたい・日本脚シアに勝ち・1韓国を

自由にしてもいいと許されたからといって，自国のことだけでなく

いけなかった。

匡：亘瑚：ほとんど同じだね。班の考えをまとめようよ。

圃：「相手のことを考えよう。」でどうかな。

囲：相手の「国」にした方がいいと思う。

他国のことも考えなければ
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【考察】　話し合いでは「対等に！」と，まとめた4人であるが朴さんへの手紙では，自分の表

現を大切にしている。例えば，S児とT児は，芳洲を紹介の文で書いたこと（①の欄）が基本

的な問題意識になり，③④⑤でも言葉を換えているが主張は一貫している（S児：①「相手を第

一に考える人」→③④⑤「他の国のことも考えよう」，同丁児：「裏切らない信用できる人」→

「相手の国をだまさない」）。これらは，既習事項（雨森芳洲）で身につけた見方・考え方を生か

した学び方と考えられる。また，社会事象にかかわろうとする「未来に」という言葉は評価したい。

　A児は，⑤でB児の「朝鮮の人は日本に優しくしてくれた」を生かしている。また，韓国人

野球選手と交流していることをアピールしている。B児からは，朝鮮への関心が薄いなりに，

A・S児の倭竃の報告，T児の安重根の報告を生かしながら考えを深めている姿を見とることが

できる。A・B両名は友達のよさ積極的に取り入れた学び方が展開できたと考えられる。

　朴善姫さんからは，返事がやってきた。次項が全文である。筆者は，この朴さんの手紙を全員に配布

したのち，子どもたちに返事を書く時間をあたえた。そのとき，B児が，手紙を出した稲手は，朴善姫

さんではなく，同じグルー・・一一プのA児である。当時A児は，学級の仲間から，そのわがままな行動につ

いて批判されているところだったのである。韓国という外国のことを通して，自分の身近な生活を振り

返ることも，大切な学習であろう。

　なお，　朴善姫さんに手紙を書いた翌日，金大中大統領にも同様に手紙を書いて送った。実は，筆者

は，子どもたちが金大中大統領に手紙を出したと言いだし日から，韓国文化観光部海外文化広報院の事

務官の方と何度かE－mailをやりとりして，金大中大統領に本当に手紙が届くのか，確認の作業をして

いた。以下のような確認がとれたので，手紙を書いて，郵送したのである。

　以下のE－mailの文面は，平成10年11月23日に受信したものである。ただ，その後の朝鮮半島情勢の

悪化も関係あるのであろうか，平成11年3月31日現在，返事は来ていない。

　岡田様（2）メール，ありがとうございます。私は韓国の文化観光部海外文化広報院の文化支援課i

　にいる朴英恵（ぱくよんえ）事務官です。このメールは，韓国の大使館ではなく韓国の文化観光部i

　のメールです。ですから，岡田さんが書いたメールは直接，韓国にとどいているのです。わたしたi

　ちは，ホームページ以外にも韓国の大統領と関係して海外に韓国のことを広報しています。（http：i

i乞蹴あ撫鶏よ誘鞭奨騰騎華甜臭蕪董留麟鑛羅？妻琵i
i観光部海外文化広報院文化支援課宛てに送ってください。私が翻訳して大統領府におくります。
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V匝実践事例4「日本に一番近い国　大韓民国」の概要

一韓国の留学生との交流を通して・人としての生き方について考えを深めた事例（註一工）一

1　単元名　　「日本に一番近い国　大韓民国」

2　単元の目標と評価規準

〔i）単元の目標

　　日本と経済や文化の面で関係の深い大韓民国やその他の国々の人々の，衣食住を中心とした生活の

様子に関心をもち，調べることを通して，それらの国々の人々の文化や生活の独自性を認め・尊重す

ることや，日本との共通性に気づきながら，人間の生き方や，人と人とのかかわりについて，考えを

書いたり話したりできるようにする。

②　観点別評価規準　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　・

観　　　点 評　　　価　　　規　　　準
　，

ﾐ会的事象への
ﾖ心・意欲・態度

日本と経済や文化の面で関係の深い大韓民国やその他の国々の人々の，

ﾟ食住を中心とした生活の様子に関心をもち，意欲的に調べようとする。

社会的な思考・判断

日本と関係の深い国々の入々の生活について，文化や生活の独自性を認

ﾟ・尊重することや，日本との共通性に気づいて，人間の生き方や，人

ﾆ入とのかかわりについて，自分なりに考えを書こうとする。

観察・資料活用の
Z　能　・　表　現

目的に応じて収集した資料を効果的に活用したり，友達と情報交換をし

ｽりして，自分の考えを深砥日本と関係の深い国々の入々の生活につ

｢て，独自性や共通性について作品にまとめようとする。

社会的事象についての

m　識　・　理　解

日本と関係の深い国々の人々の生活について，文化や生活の独自性や共

ﾊ性を理解することが，大切なことがわかる。

3　研究主題との関連

（1）韓国（朝鮮）の教材化について

本単元は『学習指導要領（平成元年版）』6年・内容（3）一アに対応している。

我が国と経済や文化の面などでつながりが深い国があることを調べて，それらの国の入々の生活の

様子などを理解し，他国と協調を図るためには正しい国際理解が必要であることを考えること。

　日本に一番近い外国は韓国（朝鮮）である。日本にいる一番多い外国の入も韓国（朝鮮）の人々で

ある。そして，日本と韓国（朝鮮）’は，文化的にも政治的にも深く長い歴史があり，今後，経済的に

も一層つながりを深めていこうとしている国同士である。

　しかし，韓国（朝鮮）は，「近くて遠い国」とも言われるように，心理的に相互に隔たりがあるの

も，また，事実であろう。

　だから，日本が，韓国（朝鮮）の人々に大きな苦しみを与えた過去を知り，過ちを素直に認め反省

することが大切なのと同様に，益々つながりを深める日韓（朝）交流のあり方を，未来に向けて・プ

ラス指向で考えることも大切である。

　実際のところ，本実践を行った6年1組（1997年度〉は，帰国児童・一般児童の合同学級である

（註一2）が，帰国児童が在留した国々は欧米圏が圧倒的に多く，韓国（朝鮮）在留経験者はいない。

ただし，5年生時（工996年度）に台湾の小学生と交流会をもっているので，外国＝欧米諸国といった

意識ではないと，考えられる。
　つまり，児童の多くは，韓国（朝鮮）の人々の生活を知らないのが実態と考えてよかろう。そこで・
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入の生き方に掌ぴ，自ら社会事象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

まず韓睡1（朝鮮）を知ることから始めたい。韓国（朝鮮）の生活や文化の独自性，日本と韓国（朝

鮮）の共通性を鯛べることを指溝しながら，相手の文化を尊重する態度を育んでいきたい。相手を正

しく知り，理解することこそが，圃際理解のrg－一歩である。

（2）　「自ら社会第象にかかわろうとする子どもが育つための学習材」について

①「人間が社会へ働きかける姿轡土会を創り上げる姿を題材とした学習材」の視点から

　　「人間が枇会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」について，次のような

　視点から考えてみた。

（ア）人間の生き方（思い・願い）が見える教材

（イ）人間の働きが児える教材

（ウ）人と人とのかかわりが見える教材

（エ）社会の一員であることを自覚させる教材

（オ）自分の生活を見つめ直そうとすることができる教材

　衣食住などの人々の生活様式は，人間が自然に働きかけたり，入間同士で知恵を出し合ったりし

て創1造してきた所産である。これらは，気候や風土などの地理的条件に応じて，人間が創りだした

もので，地域・民族によって，千差万別であるげ韓国の人klの生活を教材化する面白さは，まさに

この点にある。韓国入は，日本人と風貌は似ているのに，様々な作法や生活の様式に，微妙な違い

があるからである。

　韓国に住む人々の生活を教材化して，「（ア）人間の生き方（思い・願い）が見える教材」，「（ウ）

人と人とのかかわりが見える教材」，「（オ）自分の生活を見つめ直そうとすることができる教材」と

するためには，学習活動を工夫する必要がある。

　本単元では，韓国人の留学生と直接触れ合い，交流的な活動を交えて学ぶことを通して，　「入間

が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿」に気づいていくことを意図した。ここでは，彼我の

「違い」を認識することこそ，この学習の第一歩と考える。そして，その「違い」を，認め尊重す

る態度を育てたい。　「違い」の中には，自国の文化にはない素晴らしい点もあるかもしれない。そ

のような出会いができれば，自分の生活を見直すことにもつながっていくと考える。

　しかし，「違い」を認めあっただけでは十分とはいえないのである。文化の様式こそ違っていて

も，それらの根底にある，「人間としてよりよく生きたい」，「より幸せに生きたい」，「平和に生き

たい」などという願いには，共通点を見つけることができるだろう。ここに，同じ人間としての共

感が生まれるのである。

　つまり，この単元で，「（1）人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習

材」がねらいにするものは，

「違い」を理解して尊重する姿勢，「共通性」を探ろうとする目をもったり，自分の生活を見つめ

直したりすることである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，とらえ直してみた。
②r子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」の視点から

（カ）様々な立場からの多様なとらえ方ができる教材

（キ）葛藤や対立があり，論点が明確な教材

（ク）社会に参加すること，かかわることへの意欲がわいてくる教材

　次に・韓国に住む人々の生活を教材化して，「（キ）葛藤や対立があり，論点が明確な教材」にし

ていくためには，「違い」を理解して尊重する姿勢と，「共通性」を探ろうとする目をもつことが
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大切であるのと同様に，異文化とどのように自分自身が接していくのかということについても，自

分なりの考えをもたせることが大切と考える。

　「社会事象にかかわろうとする」ことができる教材に成りうるか否かは，学習問題や，学習活動

の適否と関連が密接である。そこで，「自分の家に韓国（朝鮮）の人が，ホームステイしたとした

ら，どのように生活してもらうか」と，いう，　「もしも．。．」の場面を設定して，シミュレーショ

ン的な学習問題と学習活動を組み合わせることによって，学習材としての韓国を，「子ども相互の

学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」にしていきたいと考えた。この学

習問題と学習活動では，条件さえ，同一にすれば，「韓国風に食べてもらっていい」とか，「日本

に来たのだから，日本風で食べてほしい」という具合に，論点が明確になることは明かである。

　今後，益々外国の異文化と接することが増えるこれからの社会において，このような場面を設定

することを通して，自分の考えを練り上げることこそ大切である。これが，「進んで社会事象にに

かかわろうとする子どもがを育つ」ことにつながると考えた。

　つまり，「子ども相互の学びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」が，ね

らいにすることは，

自分自身が，異文化とどのように接していくのか，自分の生き方を創ることである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と，とらえ直してみた。

（3）　「問題解決的な学習」展開の工夫

　①様々な見方・考え方を引き出し，生かす「学習問題」の工夫

　　第1小単元「日本に一番近い国＝韓国　韓国入が自分の家にホームステイをしたら」では，

もしも，韓国の人が自分の家にホームステイすることになったら，あなたは，その入に日本の作法，

韓国の作法，どちらで食事をしてもらいますか。

　という，学習問題で子どもたちが学習を進めていく。次に，第2小単元＝＝「自分がホームステイ

したい国って，どんな国？」では，立場を逆にしてみて，

もしも，あなたが，海外でホームステイをすることになったら，あなたは，その国の作法，日本の

作法，どちらで食事をさせてもらいたいですか。

と，学習問題をつくるのである。こうすることによって，第1小単元では，「郷に入れば郷に従

え」的な発想しかできない子どもでも，単元全体の学習が終わるときには，相手の立場にもなって，

自分なりに考えを，書いたり話したりすることを見込んでいる。

②一人一人の学習のスタイルを生かす「学習活動」の工夫

　（ア）学び方を学ぶための，単元の「二重構造」

　　小単元を，第1小単元；指導単元「日本に一番近い国＝韓国　韓国人が自分の家にホームステ

　イをしたら」と，第2小単元＝学習単元「自分がホームステイしたい国って，どんな国？」と，

　単元を指導と学習の二重に構成した。これを，単元の「二重構造」と呼んでいる（註一3）。

　　指導単元では，「韓国の衣・食・住を調べる」ことを通して，韓国の文化の独自性に気付かせ，

　それらを認める態度を育むと同時に，衣・食・住を調べるという学習の視点に気づかせ，韓国と

　日本との共通1生・相違点を探るという見方・考え方を育てることを意図した。

　　学習単元では，日本と関係が深い典型的な国々から，子どもがそれぞれに，関心のある国を選

　択して調べる。その際，韓国を調べるときに学んだ，学習の視点，見方・考え方を生かすように

　意図した。

　　先述の学習問題についても，二重構造になっているのは，同様である。
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人の出き方に掌ぴ，樹ら社会雛象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

　　　（イ〉ボーP一ムステイしたい国を選択できる，一人一人の児童の，興味・関心に基づく学習

　　　　膚分の興味・関心にもとついて，アメリカ・オーストラリア・中華人民共和国・サウジアラビ

　　　ア，に，イギリス・フランス・イタリアを加えた国々から調べてみたい国を自由に選択して調べ

　　　ることができるろうにした。避ぶ国については，ある程度，典型的な事例となりうる国を教師か

　　　ら提示していくこととにした（註一4）。

　　　　本来ならば，子ども自身が自分とのかかわりで国を自由に選べるよいにしていくこととも大切

　　　にしでいってよいと考えたが，資料が十分に入手できないことも考えられる国もあるので，限定

　　　した。

　　　（ウ）様々な資料を用いた調べ学習

　　　　第2小単元冨学留単元「白分がホームステイしたい国って，どんな国？」では，という学習問

　　　題を調べるには，教科沓や資料集以外にも様々な資料が必要になってくる。学校の図書コーナー，

　　　地域の図誉館，学校のビデオライブラリーなど，様々な資料収集方法を活用させることにした。

　　　第1小単元置「日本に一番近い国＝韓国　韓国人が自分の家にホームステイをしたら」のように，

　　　どの国でもゲストティーチャーを呼べれば一番いいのだが，予算的にも難しい問題である。

4　単元の構成と学習指導計画　　　　　　　　　　　　　　　　（14単位時間扱）○内の数字は時間数

（1｝オリエンテーション

　①②日本は，経済・文化面で世界の国々と深い関係があることを，資料から読み取る。

（2）第1小単元＝「日本に一番近い国　韓国人が自分の家にホームステイをしたら」

　③日韓（朝）交流史を調べる。

　④韓国（朝鮮〉の人々の生活について，気が付いたことや，調べてみたいことを書く。

　⑤韓国（朝鮮）の人々の食事や食事作法について調べ，韓国（朝鮮）の文化や生活の独自性，日本

　　　との共通性について話し合う。　（食）

　⑥韓国（朝鮮ンの人々の服装，住まいと，その工夫について調べ，韓国（朝鮮）の独自性，日本と

　　の共通性について話し合う。　（衣・住）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　⑦韓国人が自分の家にホームステイをしたら，に日本式の食事作法を勧めるか話し合う。

（3）第2小単元寓「自分がホームステイしたい国って，どんな国？」

　⑧日本とつながりの深い国々から，自分がホームステイしたい国を選んで，人々の生活について調

　　べる計画を立てる。

　○国：アメリカ・オーストラリア・中華人民共和国・サウジアラビアetc；

　○調べること：衣食住を中心とした生活の様子

　⑨⑩⑪図書コーナーの資料を活用しながら，計画にそって調べ，作品にまとめる。

　⑫⑬調べたことを発表しあい，それぞれの国々の独自性や日本との共通性について知り，感じたこ

　　　とを話し合うことができる。

　⑭自分が外国にホームステイをしたら，どのように過ごさせて欲しいか，どのように接っしてもら

　　いたいかを考える。

5　観察対象児童K児の記録

（1）K児の学習傾向

　K児は決して社会科が好きな児童ではなかったが，2学期の「長く続いた戦争と人々の歴史」の学

習（註一5）で識争燃のあ紡の聞諏り調査をしたときに，実によく網をしたり，それらを

生かしてまとめたりしていた。

　ポスターセッションに向けた資料作りにも，よく取り組み，友達の報告を生かして，戦争に対する

自分なりの考えを深めていた児童である。

　相も・韓国の留戦の方を学校に招いての轄なので，人とかかわりあって働る学習では憶
欲的進めることを望むことができる児童である。
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②　K児の学習記録

時

K児の学習活動
（学習活動を口で囲んだ。）

匪董］・團・［璽≡ぎ塑】・國・［圃など

・研究主題との関連についての評価

オリエンテーション

主な学習活動

日本は，経済や文化の面で世界の国々と深いつながりのあることを，資料から読み取り，その

国に暮らす人々の生活について調べる学習問題や学習計画をりくる。

○世界の子どもの写真を見て

つぶやき・ノート・行動・発言を示す

○教科書（東京書籍6年下巻p．31）「日本が世界

にしめる割合」を見て。

人口と面積は全体の割合からして，多いとは多い

とは言えないが；輸出額はひじょうに多い。

○教科書（東京書籍6年下巻p．32）を見て，外

国人を見かけるところを言い合う。

発　言

・コンビニエンスストアで買い物をしてる外国入

を見かける。

○教科・書（東京書籍6年下巻p33）の，資料を見

て，日本とつながりの深い国についてノー・ト紅書

いてまとめる。

○学習の計画を立てる。

1．日本と関係の深い国々に住む人々のくらしを

　調べる。　　衣・食・住

2．学習の計画　　一

　（1）みんなで学習「日本に一番近い国　韓国j

　　　衣食住（日本と外国の交流の歴史）

　②　一人で学習

　　　自分で調べたい国を選ぶ（アメリカ）

　　　衣食住（産業…　　その国の特徴）

○この時点でアメリカを調べたいという

こだわりを持っている。

第1小小単元＝「日本に一番近い国　大韓民国

　　　　　　　　　　　　韓国人李さんが，自分の家にホームステイをしたら」

り0．4

計画段階では1単位時問であったが，実際には2単位時間かかっ鵡

　　　　主な学習活動

日本と韓国（朝鮮）の交流の歴史を調べたり，そこから，考えたことを謡し合ったigする。

○日本と外国の交流の歴史を調べ，学習シL一トの

年表に記入する。
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3

4

’紀元前：火陸（朝鮮）米宿Fりが伝わる。

・紀元前：冑銅器・鉄器がf云わる。

・5勉紀頃：渡来人が大陸の文化を伝える（漢字，

　宗教，織物など）．

・538年または552年：大陸から仏教が伝わる。

○年表に記入したことから，気付いたことを発表

しあうe

囮S児の発表「日本は圓が統一されると，朝

鮮を支配しようとする。例えば，秀吉の出兵，西

郷の征韓論，1≡i清日露戦争に勝って，朝鮮を支配

した」を聞いて，自分のシートを見直す。

○教科櫻（來京欝籍§年上巻P96～97・109）を読

んで，近代の日韓関係について概要を知る。

　1910年　臼韓併合条約・一一植民地

　土地整理…土地をうばわれるムカッ

　　　　　　u

　小作人，日本や申国へ移住

・朝鮮語の制限

・朝鮮人70万入連れてこられる

・日本名に変えさせられる

・ばかと朝鮮を同レベルにしてい言葉があるッ

ぎもん…　　こうヒドイ事をしていたときにいや

な気持ちになった日本人はいなかったのか？

主な学習活動

○日韓の歴史について，特に，韓国（朝

鮮）の入々に日本人がおこなったことに

ついて，自分なりの疑問をもった。

韓国（朝鮮）の人々の生活について，写真から，気づいたことを発表し合い，韓国（朝鮮）の

人々の生活について，さらに調べてみたいことを書く。

○韓国の衣服の写真を見て気付いたことをシート

に書く。

・昔の様子はやっぱり日本と全然ちがう。でも今

　の様子は日本と全然変わらないし，違和感も，な

　かった。

①の旧正月の写真では，お母さんの服は，完壁に

民族衣装！！という感じがする。

○韓国の住屠の写真を見て気付いたことをシート

に番く。

ソゥル市はビルがたくさんあって発達している感

じがするけれど，背景や手前には自然がたくさん

○衣服・住居の写真を見ながら，自然と

日本との共通点や相違点に目を向けてい

る。「人間が社会へ働きかける姿や社会

を創り上げる姿」について考える端緒に

なっている。

OK児の興味は，衣服と住居にある。

○写真から分かったことや気付いたこと

を書くのが精一杯で，自分なりの「問

い」を書くには至らなかった。
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○自分が韓国の李さんの家にホームステイするこ

とになったら，どうのように過ごさせてほしいか。

　やっぱり，自分の好きな方でやらせてもらいた

竺。でも，知りたいときに，韓国のマナーも教え

てもらいたいと思う。

第2小小単元＝「自分がホームステイしたい国って，どんな国？」

8

9

主な学習活動

韓国（朝鮮）のほかに，日本とつながりの深い国々について，国別のグループを作り，衣・

食・住を中心とした，人々の生活の様子について調べる計画を立てる。

学習計画表

・ホームステイしたい国＝イギリス

・選んだ理由二おだやかそうな感じがする。

ずっと会っていない友人が住んでいるところはど

んなところ？

・調べること＝「衣食住」と書いた後＝で消して，

「学校の様子」と直す。

・調べる方法・資料＝MOFAX，写真，本

・まとめ方＝模造紙，ガイドブック風

團』
Mさん（イギリス・にいた帰国児童）に聞こうと

思う。

自己評価カード（学習したこと）

アメリカかイギリスか迷った。アメリカよりもイ

ギリスのことは知らないので，イギリスにした。

○イギリスに対して自分なりのイメージ

を持ち確かめようとしている。「問い」

まではいかないが，自分なりのこだわり

を持らている。

（計画外の1時間。筆者が創造活動で池ノ平の雪国学校に出かける間，6年生は自習）

　　　　主な学習活動

イ・ヒョンヨンさんに，授業に来てくださった，お礼の手紙を書く。

圃
　アンニョンハセヨー。この前は，韓国のことに

ついていろいろと教えて下さって，本当にありが

とうございました。韓国は，日本ととても近いの

に，私は韓国のことを何も分かっていませんでし

たが，李さんにはいろんな話をしていただき，韓

国についてだいぶ分かりました。

　日本と韓国は聞いた感じだと，すごくちがうよ

うに思えるけど，あとから深く考えてみるとけっ

こう似ている。ということが分かりました。

　たとえば，おはしを使って食事する。という事。

主食がごはんだという事，障子が家にあるという

事，などほかにもいろいろな共通点がありました。

　1番おもしろいなあと思ったのは，チョゴリの

○共通点と相違点の両方を指摘している

が，むしろ日本と韓国の共通点に重きが

置かれている。食事のことを話題にした

ときには，相違点にばかり目がいってい

たことからくらべると大きな変化と言っ

て良い。

　ここから韓国を，好意的に受け止めて

いる考えられる。李さんという，・一入聡

とのかかわり方が，大きく梅環したと考

えられる。

一一
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人の生きカに紫ぴ，自ら祉会寧象にかかわろうとする子どもを育てる社会科学習

IO

11

すそをのばしていくと着物になるという禦でした。

このことが分かったとき，やっぱり韓国と日本は

典通点がたくさんあるなあ。とあらためて思いま

した。

霜碓圏は1ヨ本よりマナーが厳しいとと患いました。

　李さん，本蝸にどうもありがとうございました。

　それでは，アンニョンヒイカセヨ。そういえ

ば，，このチマ・チョゴリの形もH本の神社のみ

こさんの服に似ている。

　バジ・チョゴリもチマ・チョゴリに負けずにカ

ラフル1

盧己評価カー一一ド　2枚かけた！

主な学習活動

掛画にしたがって日本と関係の深い国について調べ，

品にまとめることができる。

日本の生活との違いや共通点について作

当初は学校について調べる予定だったがド資料が

見つからず，2回目から「1週間の食事」にテー

マを変える。

圃
【イギリスについて調べて思ったこと】

イギリスは，食事や紅茶などを見ても，伝統的な

感じがした。日本ではイギリスの紅茶のように，

必ずいつでも決まった時間に食べるというものは

ないので，性格の違いからくる感じがしておもし

ろい。

自己評価カード

イギリス人＝紅茶と言っても良い。

○日本とイギリスの相違点についても言

及している。イギリス入はイギリス人の

性格であると，認めている感じがする。

一実際には，12・ユ3・14時問目を1時間で消化した

　　　　　　　　　　　　　（卒業式の練習が急遽入る）ので，セッションが不十分である一

主な学習活動

表しあう。

OT児のイギリスの報告を聞く

生パスタの方がおいしい。

OG児のドイツの報告を聞く

共通点…衣服⇒民族衣装はめったに着ない。

， それぞれの国々の独自性や日本との共通性について，調べたことを発

告を聞く

スタと生パスタがあって，

いo

を聞く

装はめったに着ない。 ○日本との共通点・相違点を指摘してい

衣装がない（日本で言う浴 る。

とおだやかな丘でできてい

ずはソーセージ，ジャガイ

いいほど出る。それぞれ，

い。朝食には麦パンが欠か ○日独英の三国を比べている。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1998年

自己評価カード（学習したこと）

両方とも（英独），伝統的でおだやかな感じがした。

味は違うので，あきないe朝食には麦パンが欠か

せない。

両方とも（英独），伝統的でおだやかな感じがした。

自分がホームステイしたい国で，自分はどのように，接してもらいたいかを，考え，話し合う。

○課題について，自分の考えをノートに書く。

　食事はその国のものを食べたいけれど，マナー

は日本のマナーで食べさせてほしい。理由，自分

の好きな方法で食べた方が楽だし，楽しい。日本

のマナーだと慣れている（はずだ）から，自然に

なってしまうかもしれない。でもせっかくホーム

ステイしたんだから，その国のマナーも教えても

自己評価カード（学習したこと）

自分だったら，好きな風にさせてもらいたい。

○ホームステイをしたから，外国の文化

を（食事作法）知りたい，という問題と，

実際の生活をきちんと分けて考えている。

第7時の主張と，ほぼ一致している。今

度は，自分がホームステイする側になり，

より考えを鮮明にしているe

　｛3）補説　韓国の食事や食事作法について調べる学習（本実践では第5時にあたる）

　これまでの記録は平成9年度の記録である。食事の学習については，以下の平成8年度の記録には，

板書記録も残っている。K児の記録があまりないので，これで補う。なお，　Pさんとは，実践事iiMj　Ptに

登場する朴善姫さんのことである。

　はじめに，朝鮮食料品店で購入した金属食器に，キムチほか，韓国風の料理を盛吟，二人の据童に普

段通りに食べさせた。その様子を，皆で観察し気づいたことを発表しあった。次に，Pさんが，韓国の

食事作法について説明したり，児童からの質問に答えたりした。次に，韓国の食事について分かったこ

とを，板書もとにして，それぞれに，日本との共通点・相違点に分類させた（下の板書内容）。

　「キムチは韓国の食事には欠かせない」，「秀吉の時代までは韓国でも，唐辛子抜きの白菜漬を食べて

いた」，「奈良時代までは，日本人の食事作法は韓国式だった」，などのことを聞き，子どもたちは，新し

い発見に驚きの連続であった。

（●は日本との共通点，xは相違点，▲はどちらとも言えないと子どもたちが判断したこと）

板書から

Xはしの置き方が縦　▲お父さんが帰るまで待ってお父さんが食べ始めてから皆が食べる

×茶わんに手をそえない　x汁とごはんはスプーンで食べる

●週末にはレストランがいっぱいになるe

×ごはんのおこげでお茶をつく1），●お茶わんに入れて飲むaそうしないとお母さ《が早く轟轟。

　　　　　　　　　　　　　　　唖ごはんが茶わんにこび纏つく。お舞さんの莚事ぶ増える拶も

●茶わんは口に付けない　●洋食ならナイフやフオータも使う

●おしゃべりしない　■凪の底から取らない■朝は軽く，夜なごう拶でt量も多い。

●「いただきます。ごちそうさま」と言う

一？嚢一





お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　1998年

V皿成　果　と　課題

1　研究のねらいと各実践のポイント

研究のねらいにそって評価をするために，それぞれの実践がもっていた学習材のタイプを明らかにし

ておく。

学習材の 人間が桂会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題 子ども相互の学びあいが深まる

特徴 材とした学習材 なかで， 自分なりの意思決定が

できる学習材

①人間の ②人間の ③人と人 ④社会の ⑤自分の ①様々な ②葛藤や ③社会に

生き方‘ 働きが見 とのかか 一員であ 生活を見 立場から 対立があ 参加する
（思い・ える学習 わりが見 ることを つめ直そ の多様な り，論点 こと，か

願い）が 材 える学習 自覚させ うとする とらえ方 が明確な かわるこ

見える学 材 る学習材 ことがで ができる 学習材 とへの意

習材 きる学習 学習材 欲がわい

材 てくる学

習材

実践事例1 ○ ○ ○

実践事例2 ○ ○ O ○ ○

実践事例3 ○ ○ O ○ ○ ○ ○

実践事例4 ○ ○ ○ ○ ○ ○

次に，それぞれの実践を通して，

かを明らかにする。

どのような「自ら社会事象にかかわろうとする」姿が見えてきたの

社会事象に

Eかわろう

ﾆする姿

資料から

ｩえる範

ﾍで社会

柾ﾛとか

ｩわろう

ﾆする

地域社会

ﾅ学習活

ｮを展開

ｵて，社

?柾ﾛに

ｩかわろ

､とする

自分の生

?�ｩつ

ﾟ直す

社会を見

髢ﾚが育

ﾂ

自分なり

ﾌ合理的

ﾈ意思決

閧�ｵよ

､とする

社会をよ

閧謔ｭし

謔､とい

､自覚を

�烽ﾆう

ﾆする

社会の一

�ﾅある

ﾆいう自

oをもと

､とする

自分なり

ﾌ方法で

ﾐ会に参

ﾁしよう

ﾆする』

実践事例1 ○ ○ ○

実践事例2 ○ ○ ○ ○

実践事例3 ○ ○ ○ ○ ○

実践事例4 ○ ○ 0 ○

では，上のような「社会事象にかかわろうとする」態度は，どのような学習活動を組み込むことに

よって，育まれたのだろうか。
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人の生き方に単ぴ，盧ら社会那象にかかわろうとする子どもを育てる社会科掌習

　　　掌習括助

}鋤翼脱
S例番琴・

○交流・直接対爵舌型 ○諜題選択型 ○シミュレーションi型 ○発信型

爽践封瑚1 ○

実践邸例2 ○ ○

襲践那例3 ○ ○ ○ ○

裳践那例組 ○ ○ ○

2　「社会寧象にかかわろうとする」ことと「学習活動の工夫」との関連

（1｝学習材などの資料から見える範囲で「社会事象とかかわうラとする」こと段階。言い換えれば「不

　思餓だな」，「もっと知りたいな」という段階。

　　この段階については，実践事例1～4で，子どもが追求意欲をもつて学習に取り組んでいる。単純

に費ってしまえば，子どもが興味をもてるような，人物との出会いができるように工夫をしている訳

である。

　たとえば，実践事例1・は，歴史的な事象との出会いの段階では，学習材との出会い方の選択の帳

を広げておいた。劇や舞踊に興昧のあ・る子は，歌舞伎や浄瑠璃を選び，読書好きな子は浮世草子を選

択できるようにである。A児は，読書が好きな子で浮世草子を選択することができ，この点でA児

のよさが生かされた。また，この学年の子どもたちは，5年生の夏体みの造形科で，「画家を調べよ

う」という課題で学習したことがあった。そのときに多くの児童が，浮世絵も含めて画家について調

べているので，比較豹関心が高い内容であった。このように，子どもたちの興味閣心の実態や先行経

験を探っておいたことが，この実践では子どもが意欲的に追求した要霞となっている。また，言い換

えれば，子どもの興味劉心に応じた諜題選択型の学習が成立する学習内容でもあった。

｛2｝課蓮を解決する調査の段階で，教室から飛び出し地域社会で学習活動を展開して，縣圭会事象に

　　h、Aibろうとする」段階。

　実践嶺碑2ごけが該当する。これは，6年生の実践であるから仕方がないといえよう。今後も，地

域幾会をフィールドにするのが，3・4年生だけにならないように，護・6年生の娃会科学習でも，

地域祉会を学習の場にしていきたい。

　今画のブイールドワータでは，

Cl：Rltcわずに，薪しい隠代はできな拶ったのか？j

C2：「なぜ，この人たちは戦ったのか（なぜ，彰義隊の入たちは西輝隆牽をきらったのか）j

C3：r彰義隊（徳1雌5代懸軍慶喜の部下）と西郷隆盛たちの関係はどうなっているのj

C4：rなぜ鹿発島の入である，露郷さんの像が，上野に建てられてVるのだろう」

と，ある軽度Ut，　隅いユを生み出すことができた地域講査となった。さらに．地戴の歴史遣産を保

春する入や，薄物館憩学芸員の方々との傘かわ沿が見えてくると，「入の生き方に学」んだi7，懸ま

会事象に塾かわろう」とした1，する姿蒼見えてくるようにしていけるだろう。　　　　一

韓友達と共毛こ学ぶこと自鉢が、f社会事象に毒囎‡｝ろうとする」第一歩ともてとらえ、子ども損互

　母学び金いを取｝］　？kRた学習涯動を展翻する。

　実蹟豪劉の嘩で，蒙達撮士の学び合い拶な傘った事遡はない。表達と共に学ぶことを，F社会事象

に拶かわろうとするi第一歩にするのは，あまi3に自磯なことである。

　筆どもの変容を，どの実銭の中でも詳緬に撮告しているので，これ以上は述べなくてもいいであろ

う。
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お茶の水女子大学附属小学校　研究紀要　ユ998年

〔4）自分を取り巻く「社会事象にかかわろうとする」態度を酒養し，意識化を図る契機ととらえる段

　階。以下のような子どもの姿が考えられる。

　①自分の生活を見つめ直す。

　　実践事例1eは，次のような子どもの姿が見られた。この事例の学習材の特性として，子どもた

　ち自身が葛藤する場面はない。しかし，児童のまとめには，次のように自分自身を振り返って「自

　分を見つめ直」し，当時の文化を楽しんだ町人たちと現在の自分の共通点を探ろうとする目（芽）

　は育ちつつある。例えば，次の子どもたちのまとめの文章にその様子がうかがえる。

たぶんこのころストレスなんかなかったんだろうけれど，もし，今の時代との立場を考えて見ると，

私にとってのバレエのような気がしてきた。毎日，勉強勉強と言われて，ストレスがたまっていて，

心を動かす何かがあらわれる。だから昔の人を，同じように考えてみると，　（だれでも，楽しめる，

文化として）盛んになっていったのではないか。この文化を，盛んにしていった人も，自分の作品

で，人々が楽しんでくれるので，心が落ち着いた（？）のかな・・…　　？

広まっていった理由は，おそらく戦いが少なくなり，武士ではなく町人が力を持ち金があまったた

め，浮世絵師や歌舞伎・浄瑠璃を見たり買ったりする余裕が生まれ，ぼくがミニ四駆にはまってい

るように，たまたま見たら楽しくなったのだと思うが，何よりも大きな理由は，町入の願いを芝居

の中でかなえてくれる，という点だと思うのだが・…　。

　学んだ社会的な事象から，自分自身を見つめ直すことができれば，歴史上のことといえども他人

事でななくなり，社会事象にかかわろうとするその端緒になる。
　　　　　　　　　　　　　バクセン　ヒ医魎］では，B児は，朴善姫さんからきた返事の手紙を，韓国ではなく，もっとも身近な異

文化一友達A児に向けてメッセージを書いている。当時A児は，学級の仲問から，そのわがまま

な行動について批判されているところだったののである。韓国という外国について学んだことを，

自分の生活に投影しながら，自分を振り返っていく姿が，この実践でも見られた。当初から，子ど

ものこのような姿を望んで学習をおこなったわけではないが，日本と朝鮮（韓国）という両国間の

関係が，自分と友達の間柄のように置き換えて感じた子どもがいたという一事例である。

　実践事例4Cは，家族のあり方について，日本では失われつつある姿が韓国にはいまだに健在で
　　　　　　　　　　　　　イある姿に驚いている。留学生李さんの，「父親を大切にするのは当たり前のこと。どうして日本人

はそんな当たり前のことができないのですか？」というお叱りが，一番心に響いたようである。K

児は次のように書いている。

いろいろと韓国の文化について分かったのですごく楽しかった。1番びっくりしたのは，やっぱり

お父さんの事で，韓国ではお父さんがすごく大事に思われているんだ，という事がよく分かった。

　このように心に響いたのは，韓国の方との，交流や直接対話といった学：習活動があったからに他

ならない。

②社会を見る目が育つ。

　社会を見る目が育つとは，社会的な「見方や考え方」が育ってくることである。

たとえば，［麺］では，
　S児「例えば，近松門左衛門で言えば，農民とか町の人たち生活とか，心とかを作品に表して

　　　いたから人気が出てきたっていうことが多い。」

　C児「それはね，偉い人たちじゃなくて，たくさんいる農民とか町人とかの心をつかんだ人が

　　　勝ち。だから写楽も広がった。」
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人の生きツ∫に掌ぴ，謝ら祇金嬢象にかかわみうとする子どもを麿てる祉会科禦習

　A箆「C灘と弼じ。鷹罠の方が絶射数が多いから，庶昆や農蔑の心をつかんだ方が勝ちajという

子どもの会驕のやりとりには，游ヨ時代の祉会について学びながら，今の社会に目を向けている姿

が見て取れる。また，逆に今の鴛会を見る園で，江声の社会を見ているとも言える。

③自分なりの合理的な慧思決定をしようとする。

　鍵蹉鱗例2・は，征韓輪争の浪体験的：な活動をすることを通して，明治初期の日本にとって・最

優先するべき羅は侮かを澗ぺたこと齢とに，論理的D：考え，政策のランキングをおこなった・

この掌響活鋤では，疵韓論争をシミュレーション的におこなったので，臨場感も商まり，話し合い

も，繁迫した雰囲気で，輿鋪におこなわれた。

　箕践箏例3“は，葡森券澗と薪跡白雇の対朝鮮外交を巡る考え方の違いを，資料から読み取り，

自分が，どちらの入物を支特するのかといった形武でおこなった。なかには，二老択一ではなく，

荷者の畏所を取物入れて，よりよい考えにしていこうとする子どももいた。

魎ま，「⑥自分なりの方法で社会に参加しようとする」を参照して欲しい。

④4±会をよりよくしようという毒覚ををもとうとする。

　該当する集践事例がなかった。かえって，地域社会を学習のフィー」レドとする3・4年生の実践

の方が，このような姿が見えやすかもしれない。しかし，公民的資質の基礎を養う社会科の学習で，

この段階のr祉会事象へのかかわり方」が見えないのは，問題点である。

　再度，　「社会事象にかかわろうとする」姿について，考察を深めたい。

⑤社会の一員であるという自覚をもとうとする。

　輿践皐例3・は，r日本は朝鮮から学ぶことがある。韓国，　H本に優しくしてくれた。明治時代

に，朝鮮を日本と同じ立場で考えていたら，あんなことはしなかった思う」とか，　「昔，朝鮮は日

本に対して親切にしてくれたのだから，日本は，そういう姿勢を学ばなくてはいけないと思う」と

いう考え方は，両者は対等であるということを指している。このような意識をもつに盃った理由に，

韓属人・朴善姫さんとの「交流・直接対話」によって，伝えたり，質問をした砂することや，金大

中大統領に手紙を書いて，衛分たちの思いを「発信」しようとする活動を組み込んだことがあげら

れよう。次の⑥と密接で，「社会に参加できる」，「入とかかわれるJという意識があってはじめて，

祉会の一一・fiとして自覚や意識とvうものが芽生えてくると考えられる。

⑥自分なりの方法で社会に参加しようとする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バクセン　ヒ　実践事例3・は，自分たちが学んできたことを，韓国人・朴善姫さんとの「交流・直接対話」に

よって，伝えたね，質問をしたりすることや，金大中大統領に手紙を書いて，自分たちの思いを「発

信」しようとすることを通して，社会にかかわっていこうとする姿がうかがえる。伝えた内容にも，

「これからは，自分の国だけのことを考えずit他国のことも考えよう！」というように，相手意識

をもって，国と国の関係について考えようとしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　実践事例4“は，学習問題を「自分の家に李さん（いわゆる一般の韓国人ではなく，親レくなっ

た李さん）が，ホームステイしたとしたら，どのように生活してもらうか」と，「自分が李さん家

にホームステイしたら，どのように食事をさせてほしいか」といったように，立場を逆転させるこ

とで，多面的な思考を促すごどができた。
　　　　　　　　－　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
　しかも，親しくなってきた李さんの租前で，「李さんが自分の家にホ・・…ムステイをしたら，どの

ように食事をしてもらうか」というテーマで，討論する活動は，相手の気持ちを考えて，外国の入

とかかろうとする契機となりt自分なりの方法で社会に参加しようとする意識につながっていった

と考える。この社会事象とのかかわりかたは，上の，「③自分なりの合理的な意思決定をしようと

する」こととの閲連が深い。また，李さんとの「交流・直接対話」という活動を通したからこそで

きたのである。
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3　成果と課題

（1＞成果

この研究の成果として弱らかになってきたのは，次のようなことである。

「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を悪材とした学習材」や「子ども相互の学びあ

いが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」を開発し，交流や直接対話，課題選択，

シミュレーション，発信などの学習活動を組み合わせて，活用することによって，子どもたちは，

「社会にかかわろうとする」態度を身につけていくことができる。

②　課題，　　　　　　　　　　　　　　　t

　①「社会にかかわろうとする」段階の定義の仕方が不十分であった。「社会をよりよくしようと

　　いう自覚ををもとうとする」という段階は今回の今回の実践では，見あたらなかった。

　②また，小学生の段階で，「社会にかかわろうとする」姿とは，しかも社会科の学習を通して求

　　められるものはどの程度なのであろうか。総合的な学習が始まろうとする現在，さらに明確にし

　　ておいた方がいいと考える。

　③研究主題の「生き方」と「社会にかかわろうとする」の関連が追及できなかった。

　④「人間が社会へ働きかける姿や社会を創り上げる姿を題材とした学習材」や「子ども相互の学

　　びあいが深まるなかで，自分なりの意思決定ができる学習材」と，交流や直接対話，課題選択，

　　シミュレーション，発信などの学習活動のよりよい組み合わせかたはあるのだろうか。

という具合に，全体的に理論的に曖昧な部分が多い。

補　註

1　はじめに
｛1）この研究主題は，お茶の水女子大学附属小学校一社会部会が，平成8年（1996年）より研究を始め

　た研究主題に基づいている。

　　ちなみに，社会科部の研究主題は「自ら社会事象にかかわろうとする子どもを育てる」である。な

　お，お茶の水女子大学附属小学校一第60回教育実際指導研究会発表要項『開かれた心をつくる一3年

　次一1998年jp．28～29，及び，同第61回教育実際指導研究会発表要項『開かれた心をつくる一4年

　次一1998年10月jp．26～27を参照のこと。
（2）研究主題を設定するときから，迷ったことがあるeそれは，「社会にかかわろうとする」のか「社

　会事象にかかわろうとする」のかという問題である。

　　最近では，直接子ども自身力㍉地域社会で地域清掃に代表されるようなボランティア活動や・まち

　づくり計画子ども会議など，直接社会にかかわる実践が多くなってきている。私も，このような実践

　に大きな意味を見いだすが，現段階では，次のように考える。

　　子どもたちは社会の構成者であるが，現実の社会を創り出しているのは，いわゆる大入たちである。

　子どもたちは，その大入が創り出した社会，つまり社会事象に日々かかわって生きているのである。

　だから，ここでは，直接社会にかかわることを至上命題とはせず，社会にかかわりたいという意識を

　もつこと，こんな社会にしたいなあという自分なりの考えをもつことができれば十分であるという考

　えに立脚している。それが，「社会にかかわろうとする」ではなく，「社会事象にかかわろうとする」と

　表記した所以である。

（3）北俊夫『「生きる力」を育てる社会科授業』P．26～30　明治図書　1996年

（4）前掲書『「生きる力」を育てる社会科授業』P・　34　”－35

（5）藤井千春『問題解決学習で「生きる力」を育てる』P・92－－93　明治図書　1997年

（6｝　『共に学び，共に生きる子どもが育つ社会科学習一第52号一」社会科教育連盟1998年

（7）前掲書『共に学び，共に生きる子どもが育つ社会科学習一第52号一』P・3～4

（8）筆者も社会科教育連盟の会員で，すでにこの研究主題に関連して実践提案をしている。薗掲『共に
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《の生き方1こ撃ぴ｝海ら撞会辮象にかかわろうとする子どもをffてる靴会科学習

　学び，共に盤きる子どもが麿つ盆会舞学響一第52暑一まP．62参照．本稿実蹉事劔一3がこれに当た

　る9

（9｝魏掲轡ぎ擬題解決学習で「生きるカ」を育てる毒P．96

9　概i建の携想

（i｝第61Ml教育爽際揖導研究会発表要項麟1かれた心をつくる一一一　4　ff次一一　1998年ICS蓋P．＄～嚢を参

　照自剛様に，本校社会科部会の受ei’．lkめ方は，詞轡P．27。

m　第6学年の社会科年間学習鍬画について

（1＞この学留爵藤表を作戒している初期の段蔽では，学習捲導要領の配興瀬に，競吏単元圭一ぎ敢絵

　単ラ翻一『圃際単淵と，構戎していた。特に，『歴更単元壽の最終小単元綜本と朝鮮半島の交流

　の歴史」で「確森芳洲と朝鮮通借イ吏」を扱うことによって，握史単元雲と麺際単元選で韓蟹（朝

　鮮）を統一的に扱いたいというのが，本稿者のかねてからの願いであった。　お茶の水女子大学助教

　授・駒込武氏に，この学響謙園表を見ていただいたところ，「纏史単元毒一轍譲単元韮　一一麺轟際単

　元」という配列では，韓國を扱った単元が切れてしまうので，思い切って，握史単元§一掴際単

　元』一『政捻単元』という配列1こしてしまった方が，子どもの思考にもあっているのではないか」と

　いうご指摘をいただき，修正を湘えた。後に，本社会科年闘学習謙爾を，平戒10（1998）tcle鍔29　ff

　の公ll摩研党発表会の社会科分科会で配庫した。

N　実践事例1「江戸晴代の人々の楽しみ」の概要　　・

（1＞この実践は，1996年（平成8年＞11fi　16日社会科教育連盟1ユ月例会において報告したものを，躯筆

　補正したものである。また，社会耕教育蓮盤平成9年度研究紀要にも概究成果の一部を報告している。

（Z）｝藁弊患雄氏は，紋化史は小学校の歴史学留では取吟上げる必要はない。と瞬っけ，暗記本位とL

　か思えない内容のものは，小学校段階では全く不要」であって，　「・一まして，近松門左衛門や本

　居宣長などは，その文化史曲な価催を理解することなど小学生では不可能である」というギ文犯吏不

　要」論を展聡している。（「知識理解型の内容の撤廃を！鐸社会科教剤No．4391997年5鐸号　P．

．94－）金く同感である。小学校社会科の歴的内容領域では，一所講紋化史麟な癒値」の理解に重点を置

　いたr文化史」を学ぶのではなく，f人闘の働き」や「入と入とのかかわり」を学ぶことを逓して，

　維分の生活を見つめ直そうとする」ことこそを重煮ととらえていくことが大勢である。

（3｝本実践は，平成8年疫に，社会麟教育連盟r自分のよさを癸揮もて学ぶ子どもが育つ社会潜授業」

　の研究主題のT，実践した学習である。特に「自分のよ：さ］を，教師が見つ婦ていくために，発言や

　ノートの記録にとどまらず，つぶやきや，行動，友達とのかかわ珍など様々な視点で情報を収集し，

　分析を加えた。

V　実践事例2ギ明治の新しい燈の中をつくった入々，六久保利通と西郷薩盛一」の概要　一

（1）綱えば，浅野正道氏は，、「開国から明治の薪しい貰の中へ」（噺しい授業の創造　平成8奪度　授

業実銭シリーズ2糠京都小学校社会科研究会平成9痢で，λ物闘綱をつくる学習を展＆5して

　いる。

　　また．目賀濁入郎編著『誰にでもできる体験酌な社会科の学習・6年』紋漢堂　1994i4）P．　le6勉

　107，および，同：書の学習シート集として発売された躰ウデイズシr｝」（文漢堂　1994年）§15－

　3には，その学習展溺案が添してある。　　　　　』7

（2）猛飼隆明晒郷隆盛一癒南戦争への道一」（ex波書叢　1992無）終章一魑家携想の交錨一建本近代史

　上の西繍」を参照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一

　　諸飼氏抵且2顕で，　「…　　そもそも，西郷に蟹家構想といえるものがあったかどうか。難綴であ

　る汎莱皇が直援敷譲に擁わる天皇親政｛＝專翻を理想釣国家形態にと考えていたというのは，ほ

　ぼ・動かせないと患う。同時に西郷は，立憲離が，それな勢に機能することも考憲していたはずであ

る・一仲略）一一西郷の理想としていたのは，仁政主義で融，徳治主義であると喜まよくいわ

　れることである。天皇が自ら敬治を行うことで，籾めてそれは実現する，それは国会を搦いて毬民の

　声ぶ蜘蒜にとどくことと矛矯しない，このような鋤たちで西郷自身は紡得していたのではな嚢ったの

　か」と述べている。　　1　　　　　　　　　一
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（3）大久保利通，征韓論争に関する参考文献は以下の通り。

　○毛利敏彦『大久保利通　維新前夜の群像⑤』エ969年　中央公論社　○猪飼，前掲書

　○佐々木克『大久保利通と明治維新jl998年　吉川弘文館　他

（4）この指摘は，お茶の水女子大学教授で，博物館学を専攻している鷹野光行氏のご教示によるもので

　ある。「征韓論争」を扱った授業をしたいことと，上野の山で西郷隆盛像と彰義隊の墓を見学したい

　旨・相談したところ，「ならばLt東京国立博物館は，大久保利通が現在に残した文化遺産ですから，

　見学に行ってらっしゃい」と勧めてくれた。また，『東京国立博物館　目で見る120年』（東京国立博

　物館　平成4年）P．107も参照。

（5＞鹿児島市のホームページにある，「鹿児島市　City　Guide」を参照していただきたい。塑

　chukaku．　re£ka　oshima’／ka　oshima／ka血ko／3　h／3　h－2．　htm1に，「市内周遊観光案内」がある。

　このぺ一ジには，西郷隆盛と大久保利通の銅像の写真が掲載されている。同市観光課に申し込めば，

　両銅像のポジフィルムの貸し出しもしてくれる。

W　実践事例3「日本と朝鮮半島の交流の歴史」の概要

（1）　「朝鮮半島」について。本来ならば，　「大韓民国」，「朝鮮民主主義人民共和国」，「李氏朝鮮」など，

　国家名をあげるのが適切と考える。しかし，今回の学習では，題材とする地域が朝鮮半島全体に及ん

　でいるために，国家名をあげるよりは，地域を示す「朝鮮半島」という言葉を用いた。なお，本指導

　案では，「日本と朝鮮半島の交流の歴史」は「日朝交流の歴史」と略記，「日本と朝鮮半島の関係」

　は「日朝関係」と略記した。また，必要に応じて「大韓民国」と国家名も使っている。最初にこの点

　について断っておきたい。

　　なお，本実践は東京都小学校社会科研究会の6年部会で研究実践したものである。平成10年11月26

　日に，本校で公開授業を行った。また，実践記録の一部を，『新しい授業の創造平成10年度　授業実

　践シリーズ4』（東京都小学校社会科研究会　平成11年）に，掲載した（P．　74～78）。

②　本単元の資料を作成する際に用いた文献資料は以下の通り。

　OLee　Jinhee『新版　日本文化と朝鮮」1995年　NHKブックス

　○雨森芳洲庵『雨森芳洲』

　○『雨森芳洲jVHSビデオ（株式会社愛知商事作成）

　○上垣外憲一『雨森芳洲　享保元禄の国際人』1989年　中央公論社　他

’VI実践事例4「日本に一番近い国　大韓民国」の概要

（1）本実践は，お茶の水女子大学附属小学校一第59回教育実際指導研究会で公開したのが最初である。

　その実践と概要と資料入手先については，　『学校図書館の活用実践事例集』（第一法規一1997年）所収，

　拙稿「児童の能動的な学習活動による『調べ学習』の展開」を参照。

　　なお翌1998年，第60回教育実際指導研究会では，内容を一部変更して，再度公開した。変更箇所は，

　「もしも韓国人が自分の家にホームステイしたら」，「もしも私が○○国でホームステイをしたら」と

　いう，シミュレーション的な学習活動を展開した点にある。この変更点を加えた実践は，第52回社会

　科教育連盟大会（1998年6月工9日）で報告を行っている。発表要旨は，『共に学び，共に生きる子ど

　もだ育つ社会科学習一52号一』（社会科教育連盟）P．62参照。なお，指導案は，お茶の水女子大学附

　属小学校一第60回教育実際指導研究会発表要項『開かれた心をつくる一一　3年次一1998年』P．226に掲

　載している。

（2）本校では，5年生と6年生では，帰国児童15名（定員）と一般児童15人が一緒になる学級を編成す

　る試みを，平成8年度より行っている。

（3）　「二重構造」については，目賀田八郎氏編著『見方・考え方を育てる　社会科学習の新展開3・4

　年』，『同6年』（東洋館出版社　平成3年）及び，同氏編著『66時間で育てる歴史の見方・考え方』（東

　京書籍　昭和62年）を参照。

　　同様の考え方は，梶井貢氏「『外国とのかかわりjを調べる指導のポイント」（北俊夫氏編『調べ学習

　社会科の授業づくり⑧外国とのかかわりを調べる授業』国土社1997年所収）にも見られる。

（4）新貝朗氏「我が国とかかわりの深い国の教材分析」（社会科勉強会会報『逆転jVol．35　No．9　平
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入の症き方に学び，肖ら？」：ft導象にかかわろうとする子どもを育てる社会科・学暫

　成7年）参照。新貝氏は，同小胎文で，アメリカ・オーストラリア・中国・サウジアラビアを取り上

　げるべき理曲を，次のように説明している。

　アメリカ合衆国…　　貿易而でのつながり。大規模な工業生産。多くの人種が住んでいる。

　オーストラリア・一一日本とは季節が反対。広い国土を生かした大規模農業。貿易面。

　中圏・・・・・…　　古くから歴史的なつながりが深い。社会主義国という特色。

　サウジアラビア…　　貿易を通したつながり。イスラム教によって，生活が大きな影響を受けるとい

　　　　　　　　　　　う日本にはない特徴をもつ。

（5）1997年度は，学附属小学校の6年生の指琢趾画に，単元名「長く続いた戦争と人々のくらし」が存

　在しているeこの単元における，観察対象児童・K児の記録については，前掲『開かれた心をつく

　る一3年次一1998年』P．32～33を参照して欲しいe

附藷己

以上の実践は，次の方々のご協力によって，おこなうことができた。

目賀田八郎先生はじめ「社会科勉強会」の先生方。

廣嶋憲一郎先生はじめ「社会科教育連盟」6年部会の先生方。

内田正子先生はじめ「東京都小学校社会科研究会」6年部会の先生方。

本校社会科部，黒部善之先生，遠藤修一郎先生。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パクセン　ヒ
本学教授鷹野光行先生，同助教授駒込武先生，同助手朴善姫先生。

記して，感謝いたします。
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